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’森林調査に
一

＊

●カラー画像解析装置

■白黒の写真を瞬時にカラー(I2色)に換

えます。

■画像の輪か<を強調し、わずかな濃度

差を識別します。

■現像等の手間を要せず多くの情報を解

読します。

園求積計を内蔵し、求狽、演算が容易、

かく正確に、コンピューター利用を可

能にします。

■操作が容易。調製はすべて自動化、だ

れでも操作ができます。

■用途……森林鯛査、リモートセンシン

グ、気象、海洋、植生、医煉、公害等
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１ 〔3大特徴〕で作業の能率アップを保障する〃

●防振ハンドル

●暖房装置付

●ツーリスター装置付

貴方の手を寒さから守り、白ろ病の保護にも大きな効果
があり安全で快適な作業が出来ます。
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森 林と防災
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武藤博忠

（水利科学研究所長）色
一

1．防災の意味するもの

森林と防災という題を編集部から与えられたが，その意図するところは，森林を災害から防ぐ’

ということではなく，森林によって人間社会を災害から防ぐ，ということであろう。

災害または防災という言葉の範囲は判然としていない。ことに近来公害という言葉が普及したが

災害と公害との厳密な区別もむずかしい。集中褒雨による水害は災害であり，光化学スモッグによ

る大気汚染は公害であるとされている。いずれの場合にも森林はそれらによる被害を緩和軽減する

が水害の場合は防災というが，淵上学スモッグの場合は公害であって，防災とはいわない。実は，

公害という言葉がおかしいのである｡_大気汚染とか，水質汚濁の被害は不特定多数の人糞がこうむ

るが，多くの場合，原因者が判然としている。いわば人工的公害または近代的公害ともいうべきも

ので，真の公害は，地震，津波，集中豪雨，台風等，避けがたい天然現象により人類がこうむる被

害，すなわち，従来災害といわれたものが相当すると考える。

しかし，ここで言葉を詮索しても始まらないので，本稿では防災という意味を従来どおり，森林

法第25条1～7号までの天然災害に対する森林の防災機能，それも，編集部の意図は昭和々 年

7月災害と森林の防災機能ということであると解して，土砂崩壊，土砂流出に対する森林の機能，
にしぼって述べることにしたい。＝．

2．土砂崩壊，土砂流出，侵食

土砂崩壊ほ雨水の浸透，透水－ときには地震，頽雪等一により山体の一部が崩落または剥落

する現象であって，崩壊した山体は土砂，石礫，岩石またはこれらの混合体となってその大部分は

渓床にとどまる。この場合の被害は直撃でその部分は痛烈であるが被害範囲は狭い。

土砂流出ば渓床に滞留していた過去の崩壊により生じた，半ば安定してバランスのとれた土砂，

石礫，岩石が連続雨，豪雨によって下流地帯に押し出す現象であって，時には土石流，山津波とな

り，部落を壊滅せしめたり，河川をせき止めたり，深刻な被害を与える。しかも，下流地帯に押し

出される土砂，石礫，岩石等は過去の崩壊によって生成されたもののみではなく，長年月にわたる

侵食により堆積された土砂，石礫が加わる。侵食は一時に多量の生成物を出すことはないが，絶え

ず，長期間，広範囲に営まれるものであり，堆穣土砂量は莫大量となり，崩壊はなくとも，侵食に
よる堆積物の承で土石流を起こすこともある。

土砂流出の原因となるのは崩壊と侵食ということになるのであるが，保安林には土砂崩壊防止林
と土砂流出防止林があって，土砂侵食防止林はない。
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以上において，土砂崩壊と土砂流出を簡単に説明したのであるが，土砂崩壊も土砂流出もともに
雨水によって起こされるものであり，また土砂流出の土砂の大きな部分は土砂崩壊によって生じた
ものである｡すなわち,土砂崩壊,土砂流出,洪水は不可分であって,この三者が複雑にから承あ
って大きな災害となるのであって，本来別個に取り扱うべきではない。

3．洪水，水害とは

ここで，洪水または，いわゆる水害について考えてゑたい。洪水は，異常降雨とか，集中豪雨と
か，短時間に莫大な降水が局地的に襲来する場合と，台風により流域全般に大きな降水をもたらす
ことによって生ずる場合があるが，いずれの場合でも，洪水または水害といわれるもの嫁土砂によ
り混濁されたいわば泥水である。清水ではなく，泥水が氾濫して部落，田畑に浸水する。しかも単
なる氾濫による浸水ではなく，水勢の強い破壊力をもった泥水流の襲来である。これが古来恐れら

れた水害の実態であり，これを防ぐために乗越堤，霞堤，水害防備林が設置された。この三つが藩
政時代の治水事業の原則であり，今日の高水工事に対し低水工事といわれる。乗越堤，霞堤は洪水
の水勢を減殺するものであり，水害防備林は土砂石礫を留止するものである。これによって，破壊
力を減殺され大きな混濁物を失った水が氾濫しても，さまで被害はない。それどころか，洪水水に
含まれる沈泥中には上流森林地帯から侵食流送されてきた貴重な有機質，無機質肥料が含有されて

おり，これが田畑を若返らせて無肥料農業が可能であった。これらの有機質，無機質は上流森林地
帯の侵食により流送されるのであるが，それについては後にも述べる。

このように河川の水害を考えると，洪水流中の混濁が重大問題で,混濁は上流地帯の山腹,渓流，
扇状地からの土砂流水によって生じる。土砂流出は上流地帯で土石流の形で直撃的被害を与えるだ

けではなく，河川に流入して下流地域全般に被害を与える。このように水害の中核をなす土砂流出

を防止するのが治山事業であるのはいうまでもない。

見

の
』

4．水害防備林

藩政時代に治水施設の大きな柱であった水害防備林にふれておきたい。低水工事の時代に重要施

設であった水害防備林一一森林法第25条第5号一は治水事業が高水工事へと転換すると（明治

20年以降),その価値が急減して,多くの場合,邪魔物視されるようになる。それは,高水工事の原
則は連続堤によって氾濫を絶滅するとともに，洪水の流速を早めて洪水水を一時も早く放流せしめ
ることにあるからである。これに対して水害防備林は氾濫を防ぎえないの承でなく，堤外地にあれ

ば流速を減殺する。河川付近地制限令第2条に「河川付近の土地に在る土砂，竹木等にして河川に

害を及ぼし又は及ぼす虞あるときは都道府県知事はその所有者をして之を除去せしむることを得」
とあり，現在の治水事業においては水害防備林は土砂なみに邪魔物扱いにされることになった。そ

れの承でなく，河川敷に沿った堤塘上の樹木は堤塘破損の因をなすとして除去され，植栽を禁止さ
れている。水害防備林をはじめとする河川付近の森林に対する以上のような評価のあり方は将来再

検討されるものと考える。

一

1今

品

5 ．侵食

崩壊と並んで土砂流出の大きな因子は侵食であることは前にも述べた。山岳地帯の侵食作用は，
いわば自然の節理でこれを絶滅することはできない。問題はその程度であって，山体が森林でおお

われていれば侵食は微たたるもので被害というほどのものはなく，むしろ時代と場所によっては下

流平坦地帯の豊饒度を増し，土地生産力を維持または増強する。つまり上流森林地帯で生成された

適量の森林土壌を下流地帯に拡散することにある。この種の侵食は自然侵食というが，これに対し

－2－



て加速度侵食は山岳地帯の森林が劣悪化したり喪失すると起こるもので，土壌の侵食堂がけたはず

れに大きくなる。加速度侵食となると，肥沃な地表部の細土の象でなく，かなり深層部の粒径の大

きい土砂，石礫が多量に混じて洪水被害を激化することは前に述べた。

さて以上の説明により，「森林と防災」にはいるわけであるが，ここ看の防災の災は土砂崩壊，土砂侵食，
土砂流出の三つであり，この三つに対する森林の機能を述べる。

6．森林の土砂崩壊防止機能

森林の崩壊防止機能はその根系によって土砂を緊縛して崩壊を防止するというのが通説である。

しかし一方においては，森林はその地上部の巨体によってゆさぶることによって崩壊の原因になる

という反対論もあることは前の水害防備林のところでも述べた。この林木の根系による緊縛と樹体

によるゆさぶりの関係は複雑な問題で，現在のところ，過去の経験によって判断する以外に方法は
ない。

昭和47年7月災害の実地調査から，川口。難波。木立氏は「山地崩壊の規模は深さ1m前後，

面積0.1～0.2ha以下が大部分で，この程度の崩壊に対しては優良な森林は有効に働く。しかし，

1haをこえるような崩壊は深さ数～10mを上廻り，森林の存在は崩壊の発生防止に無縁で，森林も

保護者の立場から被害者の立場に変っていく」と結んでいる。蓑た村田氏は｢連続雨遥が200～300

1nmをこえると森林の土砂崩壊防止機能は徐食に低下する」と推定している。

古来天然の状態に近い森林地帯でもしばしば大規模の崩壊を起こしているのであって，森林の土

砂崩壊防止機能に限度のあることは明白であり，ことに昭和47年7月災害時に高知県土佐山田町で

観測された742mmというようなけたはずれの豪雨に見舞われればその機能は低下して崩壊を起

こすことは当然である。

有水氏は森林の土砂崩壊防止機能を「速度の緩慢な崩壊」と「速度の早い崩壊」との場合に分け
前者においては，

（1）森林は雨滴の落下エネルギーを吸収し，また地表の運動エネルギーをも減殺するために，速

度のおそい土砂崩壊の原因となる裂目ができない。

（2）森林は土壌の有効水分を消費し,土壌水分の不飽和度を高めるので制倒の進行を減速させる。

（3）森林はその重量によって禰旬の進行にブレーキをかける作用がある。

また，後者においては，

（1）森林は土壌水分の不飽和度を高める。

（2）表層の浅い崩壊に対し』ては根系の緊縛力により，セン断抵抗力を高め為。

（3）林木の重量は土砂崩壊の始点および終点においては土砂防止機能があり，応力分布を一様に
とらず境界条件をつけると不効用の象とは考えられない。

ここで注目されるのは,森林の地上部の重量は山地崩壊を促進するとの従来の通説に対し,川口．

難波・木立氏は「深さ数～10mの崩壊ともなれば森林の存在は崩壊の発生防止に無縁である」とし

有水氏は「森林の重鼠は緩慢な崩壊においては飼倒の進行にブレーキをかけ，速度の早い崩壊にお

いては土砂崩壊の始点，終点においては土砂防止機能がある」と結論したことである。豪雨による

崩壊跡地を視察すると林木倒壊して時には部落に被害を与えて惨状を呈している状況に接する。あ

たかも林木が崩壊を誘発して被害を激化したかのごとくにみえる場合もあるが，実際は連続降雨の

ため林木の崩壊防止機能が低下して遂に崩壊が発生したのであり，崩壊につれて林木も倒壊したの

である。
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7．森林の侵食防止機能

前にも述べたように侵食は自然侵食と加速度侵食とに分けられる。流域全般が森林によって被覆
されていれば自然侵食が継続するが，森林の除去，林相悪化により地表が露出し荒廃すれば加速度

侵食を起こす。過伐，放牧，火入れは加速度侵食を起こす有力な因子となる。自然侵食の場合は降
雨ごとに森林土壌から微量な肥沃な沈泥が流出して河川水に溶解して下流に運ばれて，時には氾濫
して耕地を肥沃化する。ただし，これは低水工事時代のことで，現在では貴重な肥沃土はいたずら
にダム湖底に沈積するか，海に無効放流されてしまう。しかし，それにしても自然侵食はそれが水
害激化の原因になることはまずない。加速度侵食となると大きな被害を及ぼす。加速度侵食を起こ
すと微粒のシルトは豊水時に無害に流送されるが，大径の土砂，石礫は渓床に堆積して一応安定し
た形をとる。ことに寡雨乾燥地帯の河川の流域ではこのような安定が数十年も数百年も続き，たま
たま記録的豪雨が襲来すると，これら長年月の堆積物が一挙に下流地帯に押し出されて大惨害をひ
き起こすことはしばしば経験するところである。

非常に長期的な観点に立てば，自然侵食は文明を養い，加速度侵食ほ文明を滅ぼす。その好適例
はナイル川によるエジプト文明とチグリス・ユーフラテス川によるメソポタミア文明である。ナイ
ル川は幸運にも上流水源地域に19世紀後半まで文明人が住まなかったため，森林は原生林の状態
で保全されて数千年間自然侵食を続けることによってエジプト人およびその征服者どもを6,000年
間養った。これに対しチグリス°ユーフラテス川の方は古来上流地帯であるアルメニア高原に放牧
民族が跳梁したため，はなはだしい加速度侵食地帯となり，12世紀ころになると，肥沃ではあるが
大量すぎる土砂を流送して，下流の穀倉地帯の潅漉施設を閉塞し，この地帯のすべての生産力を破
壊してしまって文明は終息したo以後アッパス王朝治下に栄えたアラブ民族は後進国としての運命
をたどることになる。

日本の場合，降水量は多く地形は急峻で，侵食を起こしやすい地理的条件をそなえているが，下
木，落葉，下草，腐植層に富む優良森林におおわれていれば加速度侵食は完全に防げる。

幻

争
吟

8．森林の土砂流出防止機能

崩壊または侵食によって生成された土砂，石礫，岩石は一部は森林によって留止されるが，－
これが普通の土砂流出防止機能である－部は山腹を落下して直に渓流，河川に流入する場合も
あり’また渓岸，渓床に堆積する場合もあり，時には砂礫錐，扇状沖積地を形成する。これらの一
応安定したかにみえる土砂，石礫は豪雨，連続強雨に見舞われると土石流となって渓流下部地帯を
直撃する。土石流は時には地すべりを誘発して一瞬にして部落を壊滅せしめる。土石流は山津波と
もし､い，災害の中でもこれほど恐ろしいものはない。逃げる時間も場所もない。確実に人的被害が
出る。昭和47年7月災害はまさにこの山津波による過疎地帯の災害として特徴づけられた。山津波
は確実に死傷者を出すのに，それが山村であるところから，被害者数も被害金額も統計上少ない。
わずかな人数のために巨徴をかけるくらいなら人も資産も集中した下流地惜にその分だけ投資すべ
きだ，という見解もあるが，これは，山村を,荒れた山ぐる承国の政治から切り捨ててしまうこと
を意味する。

山津波はいったん発生したら防ぎようがない。山津波となる土砂，石礫，岩石の堆積ができない
ように，山崩れ，侵食を防止する以外に根本対策はないわけであるが，津波に対する防潮林または雪
崩に対する頽雪防止林と同様の原理で，山津波発生の可能性のある山村部落の上部地帯に森林を造
成して山津波の破壊エネルギーを減殺することはできる。これも土砂流出防止林の一種であるが，
この場合は,普通の土砂流出防止林は流出土砂を留止するのに対し，森林自体は山津波に破壊され
ることによってその破壊エネルギーを減殺するのである。津波の場合の海水〉雪崩の場合の裁雪，
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山津波の場合の土砂石礫，これら力§災害の本体のように見えるが，そのほかに最も恐ろしいのは，
それらが発生襲来するときの破壊エネルギーがあることは案外等閑視される。災害時には林木は倒
壊，挫折，散乱して惨状を呈し，一見して防災上無効であるかのどとき印象を与えるが，それらの
残骸は1本1本が破壊エネルギー減殺の役目を果たした後の姿であることに気づく人は少ない。
土砂流出は，土石流となり，また河川を混濁せしめて水害を激化する。その根本的防止策は崩壊
侵食を止めることであると述べた。一部の学者は崩壊侵食は自然の輪廻であって，これを止めるこ
とはできないのであるから崩壊侵食防止施設は無意味であり，無駄な投資であると公言する。この
種の人灸は年冷災害が発生すると現地を視察して，その災害は起こるべくして起こった人災であっ
て，事前に適当の措置が講じられなかったのは怠慢であるという。たとえば昭和虹年9月の梅ケ
島,根場の土石流も当然起こるべくして起こったという。そのこと自体間違いではなかろうが,200
年も300年も安定状態で人間部落が生活を営み続けた所にいかなる警告または対策が適当なのであ
るか。日本全体が地震の危険をはらんでいると警告するのと同じではないか。日本には総造線，断
胤破砕帯が入りまじっており，地殻変動があればまことに危険であるが，その変動は今年なのか
もしれないし，100年後なのか，1万年後なのかもわからない。不幸にして自然の輪廻で大崩壊が
起こって防災施設が無に帰しても，ふたたび復旧をはかって人間社会が立地できるように努力をく
り返すのが人類の歴史というものであろう。

負

茸
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9．森林の洪水緩和機能

昭和47年7月災害は土砂崩壊，土石流による被害が主で，大河川の大規模の氾濫は見られなかっ
たので，本稿においては,土砂の崩壊。流出。侵食と森林との関係について述べたのであるが,「森
林と防災」といえば本来第一に上げねばならぬのは森林の洪水緩和機能であるから，最後に洪水に
対する森林の影響にふれておく。侵食，崩壊，土石流といっても，それをひき起こすのは降水であ
り，そのうえに降水量が過剰になれば洪水害を起こす。洪水中の土砂については前に述べたので，
ここでは水と森林との関係について述べる。

森林法第25条第1号の水源滴養保安林は言葉のうえからは水資源を酒養する目的の保安林と受
けとられるが,むろんそれは目的の半面であり,他の半面は洪水緩和であることはいうまでない。水
資源の酒養と洪水の緩和は楯の両面というのが適当であろう。森林は自ら生成したポーラスな団粒
組織に富む森林土壌によって降水を浸透，透水して降水の相当量－1時間に100mnlぐらい－
を貯留する。もし森林にこの貯留機能がなければ，降水の全量は地表流下水となって一挙に流下し
洪水のピークを高めるはずである。森林に貯留されただけ洪水ピークはカットされるわけであるo
貯留された水はある期間をおいて，すなわち洪水が過ぎてから，一部は渇水期に渓流，河川にふた
たび流出してくるのであり，洪水時に水害を伴いながら無効放流してしまう水を一時地下に貯留し
て有効水として利用しやすい時期，状態で放出するのであるから水資源の酒養となるのである。
森林法の制定されたのは明治30年で，その時代は洪水に悩まされていたのであり，水資源潤養
の重要性が認識されるに至るのは終戦後である。それにもかかわらず，森林法で洪水緩和を目的と
する保安林を，楯の両面のうちの水源酒養保安林として編入したのは，今日から考えて奇異の感な
きにしもあらずで，洪水緩和保安林としてもおかしくなかったのである。今日保安林総面職約683
万haのうち約510万haを占める水源漁養保安林は,同時に洪水緩和林でもあるといってさしつか
えない。

洪水緩和にしろ，水資源潤養にしろ，森林がどれくらいの水量を貯留するかについては，林野庁
治山課で流域別に試算してある。それによれば，日本全国林野の年間貯留水量は1,360億In3と計
算されている。
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（林野庁業務課）

三次元的な曲面を対象とするものであり，いかにしてこ

の林地の広がりに対して道路の作用を有効に行きわたら

せるかということが路線計画の主眼とならなければなら

ない。またこのことが林道が林業経営の基盤施設として

重要視されるゆえんでもあるのである。このようなこと

から林道の場合は一般道路であれば避けて迂回するか，

トンネルで通過するような急斜地でも，これを避けて通

ることは許されない場合が多い。

3．急斜地における路線計画

ここでいう急斜地とは，林道施工技術，工法上の分類

として，つぎのように考える。

急斜地，緩斜地などの地形区分は，林地として承る場

合は林木の生育環境としての立地条件として，また造

林，生産などの林内諸作業にとっては作業の難易度を表

わし，そして作業法選択の基準ともなる。

林道の計画・施工と地形の関係においては土木技術的

な面での関係が強いことはもちろんで，道路の幾何構造

すなわち路線の線形，勾配，施工断面，そして工法とそ

れらの集約である開設コストと密接な関係をもつ。とく

に林道のように林業という収益性の低い産業用道路にお

いては，コストとの関連において地形が強く作用する。

前述のように急斜地の定義については，その利用され

る内容によって区分の基準も異なり，また道路と地形と

いう関係においても技術的な基準はとくに承られない。

このことは，道路施工技術においては地形よりも地質

が重視され，道路織造物の設計，施工法も地質によって

左右される場合が多いからである。

林道においては高密路網計画などにおいて，林地の傾

斜と路網計画とを関連づけているが，これとても集材作

業の技術体系，作業道作設作業の難易等によって一応の

区分がなされているもので，土木技術の体系からの区分

でなく，また問題となる急峻地については今後の課題と

してとり残されている部分が多い。

参考までに高密路網施業における地形区分を掲げると

つぎのようになっている。

15．以下緩，15～25。中，25～35．急，

35．以上急峻

1．まえがき

わが国土の7割を占める森林は，その多くが山岳林か

らなり，けわしい地形，きびしい気象条件のもとで林業

は営まれ，またその自然環境に国民は「象どり」と「水」

と「清浄な空気」を求めている。

森林のもつおもな機能を大別して,(1)木材生産,③国

土保全，(3)保健休養,の三つをあげることができるが，

これらの機能を確保するために森林内容を充実し健全に

維持するためには，経営管理のための基盤施設である林

道が必要なことはいうまでもない。

林道は一般の道路とほ違って山づくりのための道路で

あり一般道路が回避する山岳地帯に，あえて立ち向かっ

ていかなければならない宿命をもっている。また林業と

いう収益性の低い産業をバックにしていることもあっ

て，技術的にも工法その他の点で多くの制約を受けなが

ら苦しい歩みを続けてきた。

2．地形と道路

林道は前述のような地形と経済性という相反する条件

のもとで，利用効率，安全等道路としての機能はもとよ

り，自然環境の保全をも十分配慮したものでなければな

らない。

道路は交通機関であるから原則的には点と点（あるい

は地域と地域）をいかにして最短距離で結ぶかというこ

とが第一蕊となる。また道路建設にはぼくだいな資金を

必要とすることから，路線計画にあたっては経過地の地

形地質などの施工条件が簸も重要な要素となり，よりよ

い地形を縫ってルートが選定される。また一般交通機関

の場合は,経済効果の指標が交通量と,輸送時間の短縮効

果によって決定づけられることから,交通容量,走行速度

によって線形構造が決あられ，必要に応じてトンネル，

陸橋などの立体的な線形がとられることも少なくない。

林道の場合は目漂が山にあることから山に向かって歩

象を進めなければならない。もちろん一般道路と同様に

より経済的なルートを選ぶため，より地形のよいところ

を経過することに鐙大の努力を払うことに変わりはな

いo

林道が一般道路とその目的なり計画面で異なるのは，
林道は林業用の道路であるということから，林地という

君
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地における土工計画，施工の要点は路体造成のための掘

削技術にあるのでなく，その掘削土の処理，活用いかん

にあるといっても過言ではない。

このように，路体造成によって発生したいわば廃棄物

ともいうべき残土は，その多くは不要有害の産物とはい

え，その処理には相当の経費を必要とするものであり，

計画設計に当たっては慎重に検討しなければならないも

のである。そのためには経済断面を追求して余剰土の発

生を極力抑えることはもちろんであるが，残土の効果的

活用を図ることをまず配慮して路線計画をたてることが

必要であり，そのためにはつぎの諸点についてとくに留

意する。

1）盛土材料として最大限に流用を図る

2）掘削岩屑，山礫，その他礫混じり土，砂質土など

路盤材料として使用可能なものは般大限に活用す

る。

3）急斜地に隣接する緩斜地，平坦地，凹地，沢など

は，あらかじめ残士処理を予測して土撞の均衡を考

慮しながら，より経済的な縦断流用による盛土設計

とし，必要に応じ適宜設計変更できる余地を残して

おく。

4）切盛平衡する中・緩斜地断面においても，安易に

その断面だけのバランスを考えるだけでなく，隣接

する急斜地の余土処理を考慮に入れて施工基面を計

画する。

5）待避所等はとくに残土運搬によって弾力的に造成

できるようにし，設計にこだわらない方がよい。

6）余士の捨土場所には近接する沢，凹地等が選ばれ

ることになるが，このことを予測して設計にとり込

承，沢，凹地等の迂回線形の緩和，凹勾配の緩和等

幾何構造の高度化を図ることをあわせ検討しながら

路線設計をする。

（2）糖造物と路線計画

林道の構造物として一般的に用いられるのは石積み，

ブロック積象などの土留壁体構造物である。さらに地形

が急峻となり構造規模が大きくなると経済性，施工性の

うえからコンクリートよう壁片桟道などが用いられ,近

年はまた省力工法の点からH型鋼を用いた鋼製よう壁，

Hビーム片桟橋等も多く用いられるようになった。

とにかく土工計画の項でも述べたように，地形地質の

いかんを問わず全断面掘削が最も経済的であることに変

わりはないが，掘削工法の技術的な限界もあり，掘削土

を完全に運び出すことは不可能といってもよい。また平

面的な出入りの多い山腹急斜面では，線形上凹部の路体

造成は総造物によらざるをえない箇所が数多く生ずる。

そこで林道の作設技術との関連において，これから述

べる地形区分としての急斜地にほ，それなりの定義づけ

をする必要があるが，林道の作設技術とくに路体造成工

法を大別するとつぎのように分けることができる。

1）盛土が可能な傾斜度をもつ地形で，土工の象によ

って切・盛のバランスを図ることができる工法

2）盛土のり勾配（自然勾配）を越える傾斜度をもつ

地形で

ア．土留椛造物によって盛土を抑え，あるいは切取土

麓を少なくしながら土量のバランスを図る工法

イ．椛造物をできるだけ少なくしてコストの低減を図

り，切取土量過剰の施工断面により経済性の追求に

重点をおいた工法

ウ．自然地盤に対する切盛等の人為的工作を最小限に

とどめる構造物を主体とする工法

上記の1）については道路土工の基本であり，地質，

用地等の支障がないかぎり工法上の問題はない。つぎに

2)についてであるが工法によって環境保全,安全性，コ

スト等が相互に作用し合い，いろいろと技術上の検討を

要することとなる。ここにいう2）の範ちゅうに類する
◆●●

地形を施工技術上の急斜地と定義することが適切であろ

うと思われる。

いま林道規程では，盛土ののり面勾配は一般に1割2

分が標準とされている。角度で表わせば約40。である。

つまり40.を土工のみによる切盛バランス工法の限界と

考えるならば施工上の余裕を見込んで，35．程度以上が

前記2）の工法の対象となり，これ以上の傾純也におけ
る工法が，いわゆる急斜地における施工法，施工技術と

して，林地保全，経済工法との関連において従来とも，

またとくに今後において技術上の課題とされ検討の対象

となるものと考えられる。

（1）土工と路線計画

急斜地とは，前述の定義のように自然地盤上に棚さく

土砂を留侭安定させることができない地形であり何らか

の手段で土を留め置きあるいは運搬するか，切取土の処

理を必要とする。

路体造成磯の承の経済性を追求するならば，土質のい

かんを問わず全断面掘削工法がもっとも低コス1,であ

り，機造物が増加するに従ってコストアップすることは

一般道路の築造と同様であり，よう壁類の設置はできる

だけ少なくするよう努めるべきであることは論をまたな

い。

結局，急斜地における路体造成は，原則として掘削に

よって路体を造成し，掘削残土の処理をどのようにする

かということにつきるものと思われる。したがって急斜

、

ｑ
一
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このように急斜

地における構造物

は自然地盤によっ

て路体を造成でき

ない凹部の路体造

成の手段であるほ

かに，急峻地の掘

削土の落下を防ぐ

大きな効用をあわ

せもっている。こ

れらを一般に盛ど

めよう壁という

が，これらのよう

壁は掘削土の落下

よらざるをえない，の岩石掘削作業が主体となる，

4）切羽が高い，5）危険を伴う，などから特殊な工法が

要求される。

いま急斜地において，全断面掘削工法を採用して，な

おかつ掘削土を落下させないためにはどのような作業を

しなければならないかを考えて承よう。

岩石の爆破作業については，斜面に沿ったベンチカッ

トエ法は不可能となり，トンネル掘削に準じた断面片押

し掘削によって進まなければならず,作業場所が切羽に

限定されるため工程が著しく低下する。また岩砕の排除

にあたってはブルドーザのような押土掘削機械を用いる

余地は全然考えられないことになる。したがって採用す

る機械はショベル系に限定され，しかも爆破作業と併行

して反復使用することから走行性のよいものが要求され

る。当面適用機種としてトラクターショベルが考えられ

るが，汎用機種ほフロントエンド方式が多く，狭隙な現

場で後続するダンプに反転積込象するには180。転回す

る必要があり，岩盤地帯だけにキャタピラの損耗が著し

いo

林道の掘削切羽はトンネル掘削に似ていることを先に

述べたが，トンネル掘進に用いられるロッカーショベル

方式の積込機械がもっとも効率的であり，トラクターシ

ョベルについてもヘッドオーバーあるいはツーウェイ方

式の導入が必要と考えられる。

土石切取り等を含め，本来このような作業のための機

械として古くからパワーショベル，バックホーなどのシ

ョベル系掘削機が林道の工事現場にどうして導入されな

かったのか，工法の変革の時期にあたり再考するととも

に林道工事用の適用機種の開発を進ある必要がある。

当面今後の急斜地掘削工法は，ブルドーザに代わりシ

ｊ
ｊ
ｌ
ｌ５

４
３
２
１

路
体
造
成
災
（
万
円
／
、
）

ノ

ノ

ノ

／

ノ

／

ノ

ノ

■

．
《

ﾜ

010.20･30．40･50．60|．壁は鋼削土の渚I、

傾斜度 を抑止する目的の

注）実線は全断面掘削による路体造ために設けられる

成斐を示す。点線はよう壁工によものであり，掘削

って切盛バランスを図った路体造工に先行して築造

成費を示す。されなければなら

ないところに施工の困難さと経費のかかり増し，あるい

は工程上の支障など多くの問題点をかかえている。急斜

地では掘削に先行する作業は一般的に労力によるかケー

ブル等によるしかないが，可能な限り小型機械によって

一次掘削を行ないパイロット道路を設けて機械導入を図

るなど省力化，効率化を図るよう計画する。

まえにも述べたが，路体造成においては施工条件の許

される範囲でよう壁椛造を少なくすることがより経済的

ではあるが，急斜地においてはよう壁構造は不可欠の工

法とされる。いまここに林道の一殻的構造規格における

路体造成饗と地形（傾斜度）との関係を例示すると上図

のようである。

4．急斜地における施工法

（1）土工と施工機械

林鉄が林道の主役をなしていた時代から'60年代に至

る人力施工時代は，土工も小規模で深い切盛も少なく，

最小限度の土工によって機築された林道は自然の公害も

少なく保全上の問題も起こらなかった。

その後機械施工の導入発達によって機械は年盈大型こ

され，工事のスピード化，省力化のためにブルドーザ，

ショベルなどの童士工機械の導入が図られ驚異的な生産

性向上をもたらすに及び，路体作設工法は最も安易な全

断面掘削工法へと移行し，人力作業に頼らなければなら

ない構造物を放逐する方向で推移してきた。

急斜地における掘削工法は，一般道路，緩斜地におけ

る工法と異なり，1）作業場所が狭い，2）片押し工法に

一

急斜地における理想的な林道掘進作業

Q
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ヨペル系掘削機でなければ作業の効率化はもとより，作

業そのものが不可能であることを銘記する必要があろ

う。

（2）よう壁の計画と作設技術

よう壁は一般に石積承，ブ風ツク積みなどの「もたせ

よう壁」が多く，規模により，また地形地質条件によっ

てはコンクリートよう壁が用いられる。

○構造設計にあたっての留意事項よう壁は土圧と基礎

地盤によって構造が決まるものであるから計画設計にあ

たってば入念に地質条件を調べる必要がある。とくに埋

戻し土による背面土圧は構造安定上の大きな要因となる

ので安易に計画，施工しないよう十分留意する。一般に

急斜地は堅硬な岩盤基礎が期待される場合が多い。また

このような地形では埋戻し土も岩砕等の安息角の大きい

材料が容易に得られるから，そのような有利な設計条件

で経済的な構造設計をするよう留意するとともに，施工

者にもこの点は十分周知せしめておく必要がある。

○設定位置についての2，3の問題土留よう壁の場合，

路体造成のためのものと，捨土処理を兼ねて築設される

ものがあるが，後者の場合土砂抑止容量をできるだけ大

きくすることが望ましいことはいうまでもない。しかし

よう壁は高さを同じくする場合，路側に接近するほど安

定性が高いことから，施工位置の決定にあたっては経済

性，効用について十分比較検討を行なうことが必要であ

る。

一方内カーブ箇所においては路側から遠ざかり，円

心に近づくほどよう壁長は短くなり，權造もアーチ形を

とることによって安定性を増すことから，非常に経済的

になることが多いので安易に個々の横断面地形だけで計

画することなく，平面的な要素をも十分配慮し土留容量

等もあわせ検討するようにする。

○施工について築造技術については一般の施工指針に

示されているとおりであるが，近年胴込コンクリートの

施工にあたり裏型わく使用の是非が論じられている。出

来型管理，検査の面からは裏型わくを用いた方が管理が

容易であるが，構造上壁体と裏込材料が平滑面で隔絶さ

れ，壁体の背面摩擦が著しく減殺されることは安全性の

うえで問題がないとはいえない。壁体の質に重点を置く

べきか，構造全体の安定に重点を置くべきか問題のある

ところであるが，技術者として慎重に扱わなければなら

ない問題である。

③保全工法について

林道が山荒らしの批判を受けることがしばしばであ

る。とくに急斜地の施工において掘削土の処理，のり面

の施工に適切を欠く場合に自然環境破壊につながるおそ

れがある。林道の作設にあたって路体の造成と保全をい

かに調整するかという技術については今後十分研さんす

る必要がある，そのためには道路工学だけでなく，地形

地質，土質，森林生態学などの基礎知識はもとより，治

山技術など幅広い総合技術が必要となる。

○のり面の保護林道は急斜地になるほどのり面較が大

きくなり，自然災害を受けやすくのり面の崩壊，路体の

損壊を招くことが多くなる。のり面保謹は急斜地におけ

る土工技術の第二の課題として今後積極的に取り組まな

ければならない重要な問題である。

のり面の侵食と崩壊の原因について考えてみると，1）

降雨,凍結融解,風化作用による表層侵食，2)流水による

侵食，3）土性の変化による物理的な崩壊に分けられる。

また斜面安定工法として一般的なものをあげると，1＞

植生のり面保謹工，2)構造物による安定工法，に大別さ

れ，後者にはモルタル吹付工，コンクリーI,張工，石積

ブ戸ツク張工，のり枠工，蛇篭張工，編棚工，網張工

（ロックネッi､工）などがある。その他注入工法等土性

改良による工法もあるが，自然環境との調和，経済性，

施工性のうえからものり面保謹工は植物を使用する方法

がもっとも好ましく一般的な工法となっている。しかし

のり面が岩石であったり植物の生育に適さない個所につ

いては他の工法を選択することとなる。

植生工法のなかでも省力化の面から種子吹付工法がも

っとも多く用いられるが，種子の選定には土質，気候，

施工時期に応じて適当なものを選ぶ。吹付工を施すのり

面は粗面であるほど定着性がよいから，従来ののり面仕

上げに象られるようにかんなをかけたような平滑な仕上

げは逆効果である。場合によっては水平に溝筋を切るよ

うにする。吹付けにあたってはのり尻を薄くのり頭に密

に散布するように心がけると種子の自然流下によっての

り尻付近に不必要に密生することを防ぐことができる。

その他，急斜地の保全工法で比較的安価で有効な工法

にのり枠工，岩座張工がある。盛土のり面の保全はもと

より捨土のり面の防護に有効で，現地の切取岩塊を活用

でき，植生の導入も容易に期待できる。

むすび

以上急斜地における林道作設技術の2，3の問題につ

いて思うところを述べてきたが，森林の公益的機能に対

する国民的要請がたか童る一方，林業をとりまく情勢は

ますますきびしさを増すものと思われる。林道の作設技

術についてもこれら公益性と経済性の調和を図る技術が

要求されその体系化を図る必要があるが，結局は現場で

実際に土と取り組んでいる土木技術者の研さんにまつと

ころが多い。山づくりのたあに，よりよい道づくりのた

めにご研さんをお願いしたい。

頁
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緑 化樹に関する享
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林業試験研究の経緯と現状：
■
』
■

二

＝

鵜 I

なお，ここで紹介する緑化樹に関する研究は，都市お

よび都市近郊を対象にした環境緑化のための樹木に関し

た一連の研究に限定している。

1．緑化樹に関する試験研究の経緯

前にもふれたとおり，林業試験研究機関（以下林試と

いう）においてば，従来，木材の生産，特殊林産および

治山治水という産業ならびに国土保全の面から森林を対

象として研究が進められてきたが，その扱ってきた樹木

のなかにほ，現在都市緑化に用いられている樹種の多く

も含まれ，その分類，特性，生理生態などの塞礎的研究

はもとより，育種，増殖，育苗，植栽管理，保護等各分

野にわたっている。

たとえば，国立林試などのいままでの研究報告や日本

林学会の研究発表のなかから，現在，緑化樹として用い

られている樹種を対象にしたものを，ざっと象ただけで

も，スギ，ヒノキ，アカマツ，カラズツ，クロマツなど

の林業における主要樹種をはじめ,…アオギリ，アカシア

類，イチイ，イヌマキ，欧州トウヒ，欧州アカマツ，オ

リーブ，カシ類，カンパ類，カツラ，クス，クヌギ，グ

ミ，ケヤキ，ゴョウマツ，コジィ，コウョウザン，コウ

ヤマキ，サクラ類，サザンカ，ストローブマツ，スズカ

ケノキ，センペルセコイヤ，ツケ，ツバキ,ドロノキ，

ネムノキ，ハンノキ，ハギ，ハンテンポク，ヒバ，ホオ

ノキ，ポプラ類，メタセコイヤ，モミ，モクマオウ，モ

ミジ，ヤナギ，ヤマナラシ，ヤマモモ，ヤシャブシ，エ

ニシダ，ユーカリ，リギダマツなど数多くの樹種をあげ

ることができる。したがって，これら樹種についての各

分野の研究成果は，森林を対象とした研究とはいえ，さ

し木等の増殖法，育苗法，病虫害防除法などは，そのま

ま都市緑化技術としても適用でき，また，植栽管理技術

など応用できるものも多く，現に多くの技術が活用さ

れ，慣行技術となっているものも少なくない。

しかしながら，大気汚染という新しい要素を加えての

環境緑化の技術は，従来の研究成果からの象では不十分

であり，今後究明すべき多くの問題が提起されている。

そのため，国立林試では，都市緑化の基礎的資料を得

る目的で，40年度から科学技術庁の特別研究「大気汚染

防止に関する総合研究」の一環として「大気汚染の樹木

に及ぼす影響に関する研究」を分担し，東京都内の樹木

を対象に樹木の大気汚染に対する感受性，抵抗性の相違

を知るための実態調査を主体に煉煙実験があわせ行なわ

れ，東京都内に生育している樹種のおもなものの衰退現

象と抵抗性の強さおよび東京都内各地の衰退状況を明ら

かにしたのをはじめ，43年度からは，ひきつづき農林水

産技術会議特別研究による「大気汚染による農林作物被

、
墨

はじめに

近年，わが国の急速な経済発展に伴う人口，および産

業の集中化は，自然の破壊，大気汚染などの各種公害を

もたらし，都市および都市近郊から次第に緑が失われ，

人間生活環境が著しく悪化して，大きな社会問題となっ

ている。

そのため，人間生活環境整備，とりわけ都市および都

市近郊の環境緑化の要請が日ましに高まっている。この

ような情勢から最近，都市公園，公営住宅団地，道路な

ど公共施設の建設とあいまって，これら地域の緑化が積

極的にはかられ，緑化樹の需要が急速に増加している。

ところが，緑化樹は，従来，需要量も少なく，必要に

迫られなかったこともあって，行政面では，生産,需要，

流通，技術指導など一貫した指導体制がとられていなか

った。また一方，試験研究（技術）の面では，従来，樹

木を研究の対象とする林業試験研究機関においては，環

境緑化を主目的とはしていないが，多くの樹種について

各種の研究が行なわれ，また，一部大学や研究者などで

も庭園用樹木を主体に一部樹種についての増殖法などの

研究が部分的には行なわれ，研究蓄積は少なくない。し

かしながら，環境緑化のための緑化樹全般にわたって体

系的，組織的に研究が行なわれていなかったため，技術

の体系化にはほど遠い現状である。そのため，急激な緑

化樹の需要の増大，かつて思いもよらなかった大気汚染

など各種公害に対処して，環境緑化技術の体系化のため

の試験研究の推進が望まれている。

そこで，林業試験研究機関においては，自然および人

間生活環境保全，公害軽減等人間優先の立場から，従来

の研究のほかに都市および都市近郊の環境緑化に関する

研究をも与えられた役割として，積極的に取り上げ，こ

こ数年来組織的に試験研究を進めている。以下，国およ

び都道府県林業試験研究機関における緑化樹に関する試

験研究の経緯と現状の概要を紹介しよう。
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害の測定方法に関する研究」の一環として，国立林試は

林木について担当し，東京都内および岡山県水島地区の

樹木を対象に被害の測定方法，樹木の生理環境基準の作

成資料を得るための被害症状の把握，症状発現とこれに

関与する要因との関係，樹体の成分変化などについての

多くの知見を得たほか，着生センタイ類を指標とした都

内の大気汚染図の作成などが行なわれた。

また，緑化樹一般の研究としてば，都市の緑化樹とし

て重要であり，わが国の国花でもあるサクラについて，

品種の収集保存と展示を目的として4’年度から東京都

八王子市の林業試験場浅川実験林内に6ha,約200種

類，約2,000本の展示林を造成し，品種の同定および特

性の調査と保護管理，とくにサクラ天ぐ巣病についての

研究が進められている。

また，都道府県林試では，緑化樹の需要の増大を予想

し，早くから試験場構内に樹木園，見本園の造成が行な

われ，これに関連して緑化樹の増殖法などの試験が研究

テーマとしてはとくに取り上げてはいないが，地道に行

なわれてきた。たとえば山形県林業指導所では，樹木園

造成費でツバキの品種の収集保存と寒地むきの品種の増

殖，管理保謎などの試験がすでに34年度から行なわれ

ていて，いまでは約300品種が集められている。

その後，都市化現象が著しくなり，大気汚染の問題が

叫ばれはじめるに及んで,まず,静岡県林試が36年度に

緑化樹の増殖法の試験を研究テーマとして予算計上し，

つづいて北海道林試などが逐次組織的に試験研究を開始

した。

また，直接大気汚染に関連した研究は，大気汚染の著

しい工業団地をようする茨城，岡山，徳島の3県林試が

まずそれぞれ42年度から大気汚染とくに亜硫酸ガスに

対する樹木の被害徴候，抵抗性などについての実態調査

を主体にした研究を開始し，ついで翌年43年度には埼

玉，福岡両県林試が，その後逐次各県に及んでいった。

2．緑化樹木に関する試験研究の現状

環境緑化のための緑化樹に関する試験研究の根底には

大気汚染などの公害に対する抵抗性，耐久性の比較的強

い樹木が前提となっており，この観点からの樹種の選

択，増殖法，植栽管理など各種の試験研究が進められて

いる。その内容を承ると,A.大気汚染等各種公害に対

する樹木の抵抗性等に関する研究,B.その他緑化樹一

般に関する研究に大別することができよう。

（1）国立林試の緑化樹に関する研究

国立林試の緑化樹に関する研究は，従来,Bに属する

ものであり,Aの大気汚染と樹木との関係の分野では，

鉱山糖練所の煙害と森林についての若干の研究はあるが

未開拓の分野であるといってよい実情であることから，

Aの基礎的研究に重点がおかれている。

Aに属する研究でほ

1）「大気複合汚染物質の植物，林木に及ぼす影響」

この研究は，科学技術庁特5師究「大気汚染複合汚染防

止に関する総合研究」の一環として，国立林試が主とし

て林木の面を担当しているもので,オゾン,窒素化合物，

硫黄酸化物などの混合ガスが植物および林木に及臘す影

響を知るための研究で46年度から開始している。

2）「都市環境保全のための基本的方向に関する調査」

この研究は，科学技術庁資源調査所における調査研究の

一環として国立林試も参加し，赤外線カラーフィルムに

よる空中写真からの植物を指漂とする大気汚染の被害分

布を測定する方法の研究で45年度から実施している。

3）「農林水産環境における指標生物の耐性限界とその

利用」この研究は，研究の経緯で記した「大気汚染の

樹木への影響」の研究にひきつづき，47年度から農林水

産技術会議特別研究「農林水産生態系における汚染物質

の循環と指標生物に関する総合研究」の一環として，国

立林試が分担研究を開始したものであ為。この研究で

は，従来の研究が樹木公害の被害者の立場から汚染に対

して強い樹種の選択を中心とした，その被害実態調査か

らの指標植物の探索を行なってきたのに対し，樹木ある

いは林業の立場からではなく，人間社会に対し，生物を

とおして直接に貢献する立場から大気汚染に弱い生物

（樹木ぽかりでなく，草本，コケ，微生物，昆虫類も含

め）の探索とその指標としての価値についての研究を行

なうものである。

また,Bに属する研究のおもなものは,1)日本産y-

クラ科の分類および特性調査，2）緑化用樹木の生態的

特性，3）日本産樹木の生態と分布，4）緑化樹の移植に

関する研究，5）サクラ天ぐ巣病防除，6）都市防火林用

樹種の選定，などが行なわれている。

なお，このほか，国立林試が直接実施しているのでは

ないが,Aに属する農林水産業特別研究として，都市お

よびその近郊の緑化の主要樹種の一つであるマツ類を対

象にした「マツ類の大気汚染抵抗性に関する形態的生理

的研究」が石崎厚美（玉川大学)，長谷川正男（都立大

学）らによって46年度から行なわれている。

（2）都道府県林試の研究

緑化樹に関する試験研究を研究テーマとして取り上げ

組織的に行なっている都道府県は45に及び，あとの2

県も研究テーマとして予算化はしていないが増殖法など

の試験を本年度から予備的に開始しているので，実質的

には全国でこの研究に取り組んでいることになり，緑化
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樹に関する研究はいまや都道府県林試における重要な一

部門を占めるにいたっているといってよいであろう。

各県の研究内容を承るとまちまちで幅広いが，全般的

には，都道府県林試の場合，県民等から緑化樹に関する

相談が直接，林試に持ち込まれる場合も多いので前記区

分A,Bの試験研究は相半ばして行なっているといって

よいであろう。

さて,Aに属する研究としては，大気汚染に対する抵

抗性の強い樹種の選択のための樹木に及ぼす影響，とく

に抵抗性等の実態調査が主体となっている。また,Bに

属する研究は，育種の問題，緑化樹種の開発のための未

利用広葉樹の検討をはじめ，緑化樹の増殖法，育苗法，

植栽保育管理法，病虫害等防除等に区分できる。下表は

緑化樹に関する各種研究テーマをかかげて実施している

都道府県別，研究内容別の一覧表である。以下，その概
要を若干説明しよう。

1）大気汚染等の樹木に及ぼす影響に関する研究

この分野の研究ほ，3琳試で行なっており，このなか

には国庫助成により46年度から研究を開始した特別技

術開発試験の「大気汚染の樹木に及ぼす影響ならびに緑

化樹育成に関する研究」に参加している北海道，福島，

茨城，千葉，神奈川，富山，静岡，愛知，兵庫，岡山，

徳島，福岡の12県林試も含まれ，都市，工場地域内の

緑地地域と同地区周辺の森林地域の現存樹木および1樹

種5本以上10樹種以上を1セットとした，植栽試験地，

数カ所を対象にして，大気汚染，主として亜硫酸ガスの

発生源からの距離別の大気中の濃度の測定，樹種ごとの

衰退状況などについて調査を行なうとともに葉の硫黄含

有量の分析測定を行なっている。また，その他の県の場

合もその多くは，この助成試験に準じて，都市内の緑化

樹の衰退状況，抵抗性についての実態調査を主体にした

試験をそれぞれ単独で行なっている。

そのほか，異色な研究として，宮城県林試の植物と大

気浄化の関連調査，岐阜，兵庫両県林試の樹木帯による

騒音防止の研究などがあげられる。

2）未利用広葉樹の緑化樹への利用開発

この研究は，緑化樹として重だ利用されていない山野

に自生する未利用樹，主として広葉樹を対象に樹種の特

性を調べ，緑化樹として利用できるものの樹種の選択を

目的に本年度から国庫助成試験として北海道ほか15県

の林試が共同試験を開始した。なお，この試験は，当初

2カ年で主どして山地においての特性調査を行ない，選

択された樹種について，ひぎつづき増殖試験を行なう予

定のもとに現地調査と併行して，増殖用材料とするため

の，山取り収集を行なっている。

3）緑化樹の育種に関する研究

＄
二

都道府県林業試験指導機関における緑化樹に関する試験研究の実施状況（47.10.10現在）

B緑化樹一般に関する試験研究｜

撫育露|蕊|鶴|織’
A.各種
公害と樹
木に関す
る研究 篝繍筈箭難：

A･

公害
木に
る研

○’北海道

喜箪
宮城
秋田
山形
福島
茨城
栃木
群馬
埼玉
千葉
東京
神奈川
富山
石川
福井
山梨
長野
岐阜
静岡
愛知
三重

○
○ ○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
滋質
京都
大阪
兵庫
奈良
和歌山

§ボ
岡山
広鳥
山口
徳島
香川
愛媛
高知
福岡
佐喪
長崎
熊本
大分
鹿児島
沖縄

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
諏

○
○○
○
○
○
○
○
○

《
『

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

毛

○
○

○
○

○
缶

○
○

○
○○

１
８
■
Ⅱ 37 17 6 23 18

(注） 新潟，宮崎県林試は実質的には増殖試験を行なっているが，研究テーマとして取り上げていないので本表
から除いた
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この分野の研究は，北海道ほか5府県の林試が取り上

げており，北海道林試では，シャクナケ類，ツツジ類を

対象に実生苗から耐寒性の強い，花色の豊かな個体の選

抜を目的に40年度以来行なわれているほか，緑化樹各

種の発魏闘間を短縮するための処理方法の研究も行なっ

ている。また，千葉，大阪の林試では，サクラ類の品種

収集,保存,品種改良が，また徳島県林試では,野生ツツ

ジの交配に関する研究が，それぞれ進められている。

4）緑化樹の増殖，育苗に関する試験

この分野の試験を行なっている県は沖縄も含めて37都

道府県で，試験の内容は各県特色をもっているが，全般

的に催，公園，街路，庭園用の各樹種についてそれぞれ

地域に適合すると思われる樹種を幅広く取り上げ，とく

に大気汚染に対する抵抗性の強いと思われるもので増殖

の困難なものを主体に，播種，さし木，とり木，接木，

山取り法などの増殖法と苗木の合理的生産方式を確立す

るための育苗技術開発試験を行なっている。

例をあげると，未利用広葉樹を対象にした増殖試験で

は，静岡，岡山，京都，兵庫，徳島の各県林試が，また

特殊な樹種をとくに取り上げているものとしては，北海

道，栃木，長野，愛知県林試などのシャクナケ，栃木県

林試の県の花ヤシオツツジ，和歌山県林試のウンゼンツ

ツジ,兵庫県林試のカイズカイプキのさし木,神奈川県，

大阪府林試のサクラのさし木，神奈川県林試のカェデ類

のさし木，福井県林試の山取り法試験などがある。

また，育苗（栽培）試験では，和歌山県林試の山地栽

培,徳島県林試の観賞価値を高めるための物理的特殊技

術による倭木仕立法の研究などがある。

5）都市緑化のための植栽，保育試験

この分野の試験の多くは，都市に試験地を設けて行な

っているが，一部，臨海埋立工業団地や観光道路開発周

辺など特定の地域を対象にしたものもある。

都市および都市近郊の一般的な植栽試験では，1)で記

した国庫助成による特別技術開発研究の一環として，植

栽地を設け，大気汚染に対する樹木の抵抗性などの調査

をもしながら，各環境条件に応じた植栽技術，すなわち

土壌等に対する樹種の適応性，客土，植栽方法，施肥な

どの技術開発試験が北海道林試ほか11県で共同研究と

して実施しており，その他の，埼玉,岐阜,大阪,奈良，

鹿児島県などの林試も同様な試験をそれぞれ単独ですす

めている。

また，特殊な地帯を対象にした植栽試験では，山梨県

林試の富士スバルライン緑化植栽試験，福井，兵庫両県

林試の臨海工業団地における植栽試験，福岡県林試のせ

き悪地における緑化適応試験がある。

また，保育技術に関する試験では，この試験を行なっ

ている多くの県林試は，植栽試験と併行して都市緑化全

般にわたって育成の面から行なわれているが，一部県林

試においては，街路樹などの特定のものにしぼってとく

に取り上げているもの，あるいは単に保育の面ばかりで

なく緑化樹を大気汚染の被害から稜極的に軽減，防護す

るための試験，被害を受けた緑化樹を蹟極的に回復する

方法の試験を行なっている。すなわち，北海道，奈良県

林試では街路樹の保育管理，兵庫，徳島県両林試では，

葉面被覆，土壌処理，などによる軽減，防謹方法，大阪

府農林技術センターの被害木の早期回復試験がある。
また，そのほか，造園的な管理法の試験として，北海

道，静岡県林試の生垣の仕立方法試験があり，造園地の

管理のための除草剤試験を栃木県林業センターが取り上

げて実施しているなどである。

6）緑化樹の病虫害防除に関する研究

都市緑化樹に対するこの分野の研究は，とくに未究明

のものが多いため，まず実態調査を主体にした試験を取

り上げて，秋田県ほか18県林試で行なっている。この

うち，秋田，茨城，群馬，愛知，滋賀，兵庫，島根，徳

島，愛媛，長崎，熊本の12県林試は，本年度から開始

した,国庫助成試験による｢緑化樹木の病虫害実態調査」

を共同試験として行なっているが，この試験では，大気

汚染下における病虫害の実態をあきらかにして，緑化樹

木病虫害防除のための資滞躍備をはかるとともに大気汚

染などの主要環境条件と病虫害発生との関連性を究明

し，指漂生物を把握するたあの資料を得ることを目的と

している。このほか，埼玉，神奈川，富山,三重,鳥取，

岡山，山口の7県林試もそれぞれ単独で，同様の調査を

行なっている。

おわりに

緑化樹の需要の急速な増大とともに国および都道府県

林業関係機関に対する緑化樹に関する技術的相談や問合

わせが各方面から日ましに多くなっており，緑化樹に関

する技術体系確立の一日も早いことが望まれる。
最近，緑化樹ブームといえる情勢から，これに対応し

て，林業以外の試験研究機関でも新たに緑化樹に関する

試験研究を取り上げ着手しようとする機運が高董ってい

るという。しかしながら前にもふれたとおり樹木に関す

る試験研究に長い経験と多くの研究蓄菰をもっている林

業試験研究機関こそ，この研究推進の本命であり，また

大いに期待されているところでもある。

過去の実績を十分に活用して，より効率的積極的研究

の推進を林業試験研究機関にお願いするとともに研究推

進のために各方面のご援助ご協力をお願いしてやまな

い◎
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品、 霊芝マンネン

タケ(万年茸）

霊芝とは羅現

あらたかなキノ

コという意味で

ある。芝は草の

シバではなくキ

ノコのことであ

る。霊芝はキノ

コの中でも美し

く風格のあるキ

ノコである｡赤，

紫，黒などの漆

塗りの工芸品を

思わせるような
京都源光庵の霊芝観世音

美しさと端正な

姿は，床の間の飾り物にしても楽しめる。特別に珍しい

ものとはいえないが，探せば見つかるというようなもの

でもない。しかし庭の枯木や切株などに忽然と生えるこ

とがあり，何か不思議な縁起をかついで承たくなるよう

なキノコである。

自然を恐れ，自然をうやまって生活した昔の人が，霊

芝の予期せぬ発生に神意を感じたことは，無理からぬこ

とである。かくて霊芝ほ昔から祥瑞，めでたきもの，吉

兆のものとして珍重されるようになった。もちろん，こ

れは中国古来の人の発想であるが，中国文化が日本に伝

えられてから，日本人もこれに感化されるようになっ

た。だから霊芝は，昔から名もない雑菌として片づけら

れるようなことはなく，人糞の関心をひいただけに，い

ろいろな呼び名を与えられた。

岩崎潅圃の本草図譜巻52を開くと，芝，玉來（日本

紀)，レイシタケ，マンネンタケ（万年茸)，サイ'､ヒダ

ケ（幸茸)，キチジョウタケ（吉祥茸)，カドデタケ（門

出茸)，ヤマノカミノシャクシ，マゴジャクシ，ネコジャ

クシなどの名があげられている。そのほかに福草の名も

ある。中国では芝草，霊芝，玉来，不死草，神芝など多

数の名がある。いずれも，めでたい茸，霊妙な茸，不老

長生の茸などの意味を寓している。

このうちマンネンタケの名が正式の和名として登録さ

れている。またマゴジャクシの名は今ではマンネンタケ

とは似て非なる別の種にあてられている。すなわちマン

ネンタケは広蕊樹に生え，色ほ赤褐色，紫褐色など，茎

は太目でやや曲がりくねっているのに対して，マゴジャ

クシはモミ，マツなどの針葉樹に生え，色はほとんど黒

g＝

i鴨

L,藍ぜきろくや

今関六也

(林業試験場研究顧問）

h言』

開運翌芝観世音

京都市北区膳ヶ峰に朧峰山宝樹林源光庵と号する曹洞

宗の寺がある。朝廷および徳川幕府から別格の寺として

待遇された格式の高い寺である。この寺の入口に「開運

霊芝観世音」と刻まれた立派な石柱が建っている。霊芝

とはいうまでもなくマンネンタケのことである。

この観音様は1年のうち，たった1日すなわち10月19

日だけご開帳され，そのほかの364日間は厨子の中に納

められているという尊い仏様である。1960年10月19日，

鳥取からの帰途，ふと今日が開帳の日に当たることを思

い出した。好機逸すべからず，京都に着くなりタクシー

を走らせ，この，世にもありがたい観音様を拝むことが

できた。

源光庵由緒によると蝋本堂西安置の霊芝観世音は開山

禅師が天和元年（1681）の春，洛南補陀落山に於て御感

得になったもので霊芝自然の観音像であり，後西天皇は

殊の外,尊崇厚く宮中にて御供養遊ばされたものである。

世に広く信仰され開運観音と唱ふ〃と記されてある。

御感得というのは夢にあらわれた観音様が，自分は宇

治の山中の大樹のもとにいると告げられたので，そこへ

行って象るとそのお告げどおり霊芝の上に鎮座まします

観音様がいらした。それをもち帰り寺にまつったという

のである。

霊芝観世音の尊像は写真に示すとおりである。暗いの

と，手にとって拝むことができないので正確に同定する

ことはできないが，マンネンタケにごく近い。フキサル

ノコシカケのようでもある。数個の傘がたてに連なり，

いちばん下の傘は大きいが，上の三つ四つは不完全に発
ほうふつ

連する。これが観音様の姿を紡桃させ，下の傘を台座と

して鎮座するのである。

不信心なわたくしなどが山中でこんなキノコに出会っ

ても仏様を連想するようなことはないであろう。だから

いつまでたってもうだつが上がらないのである。

一

一

一
己

ら
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く，茎は細長く，時に30cmにも達し，ほぼ真直に立

つ。東京付近では高尾山や筑波山などで山の土産物とし

て売っている。なおマンネンタケは北半球の温帯以北に

広く分布，マゴジャクシは日本特産となっている。

マンネンタケの変わりもの

マソネンタケは5，6月ごろ，広葉樹の立ち木の根も

とや切株などに出はじめる。はじめは茎だけが伸び，先

端の戊長部をのぞいては漆を塗ったように黒く光り，先

端部は黄白色で柔らかい。やがて先端ば水平に広がって

傘になる。完成までに2カ月あまりかかる。しかしたや

すくは腐らないので，秋になっても艶だしく，万年茸の

名にふさわしい容姿を保っている。

鞆

蕊
鍵

三つ枝のマンネンタケ

嘉永3年（1850）に大阪の感應水月なる人が福草考な

るマンネンタケに関する本を著した。この中にマンネン

タケの桑ごとな図が2枚のせられている。一つは茎が三

つの枝に分かれ，他は三つの枝がさらに三つの小枝に分

かれている逸品である。

福草はサキクサとよ承，マンネンタケの別名であり，

とくに図のような三つの枝をもつマンネンタケをいう。

顕宗天皇（23代）の御代に宮庭に三茎の草が生えた。こ

れを天皇に献上したところ，天皇大いに喜ばれ三枝部連

（サキクサベノムラジ）の姓を賜わったという。三枝は

三つに枝分かれした霊芝すなわち福草のことでサキクサ
サキ

とよむ。そして幸は

いが〃さいわい〃と

転じたように〃サキ

クサ〃は〃サイグサ〃

に転じた。これが三

枝姓の由来である。

菫た現在，三枝姓を

名のる家の紋に三蓋

松を用いる人が多い

というが，この紋の

原型は三茎のマンネ

ンタケすなわち福草

（サキクサ）で，形

が似ているところか

ら後世になって松に

傘の形成には光線

が必要で，暗いとこ

ろに生えると茎がの

びるだけで傘はでき

ない。時には茎は二

又，三又に枝を分け

はなはだしいときに

はサンゴ状になった

り鹿の角状になった

りする。このような

形になった，傘なし

の奇形のマンネンタ

ケを昔の人は鹿角芝

などと呼んだ。珍し

い形なので，床下な

どにこんなキノーが

生えると縁起をかつ

とにこんなキノーが 三枝三蓋のマンネンタケと九枝八蓋のマンネンタケ変じたものではなか
（福草考より転写）生えると縁起をかつろうかと，福草考の

いで象たくなるのは昔の人だけではあるまい。著者は述べている。まことにおもしろい説である。こと
中国の昔の本に「王者の徳が草木にまでも及ぶ時世にに3×3の9枝のマンネンタケの図は三蓋松の紋章にそ

は芝草がたくさんでる」というような言葉がしばしば書つくりである。

かれている。マンネンタケの発生は仁政の象徴であり，福草考にのせられた三枝の福草は肥前長崎産，九枝の
またその家の幸のしるしであるという。だが，樹木の材逸品は摂津国猪名川のほとりに住む中邨氏が老いたる親

質腐朽菌であるこのキノコが，めでたい兆しであるはずのためにたてた新室の床下に忽然と生え出たものとい
がないことは当然である。昔の学者だってそんなことはう。これほどの逸品は神武天皇以来，きわめてまれに見
とつくにご存知だった。中国の大本草学者である李時珍るものであろう。ばたして，これが今もなお，だれかの
は，その箸本草綱目に，芝は木材の腐朽の余気がつくる家に保存されているだろうか。ぜひともそうあってほし
もの，まさに人間にできる瘤のようなものである。これいものである。
を昔から瑞草などといっているのはまことに馬鹿気たこ

とだと記している。

しかし今さら昔の人の夢を笑うこともない。それどこ

ろか，自然に対する古人のつつましく，おおらかで豊か

な想像力を尊しとしたいほどである。
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ポ プラ造林の挫折

わたくしの「産学協同」始末記

にしく・ちちかお

西口親雄

（東京大学・森林保護学専攻）
ﾀ゙0川00qll08IllOOqldo11#0.1108Ⅱ11じりI8d11IDj0+い0叩111.00000Ⅱ1111ﾘ00111901.帖0I1oRO1llllloqU･DOI14,10.11lb11,10･'06.1細lbOOlOｩ001l

北海道で，たまたま始めたポプラの害虫研究が，東京

へ帰ってからもつづき，とうとうこの「産学協同」始末

記を書くハメにおちいってしまった。

東京へ帰ってからも，各地のポプラの害虫被害の実態

が知りたくて，ポプラ懇話会主催の現地研究会には，で

きるだけ参加するようつとめた。しかし，こちらは勉強

するつもりの参加であっても，研究会の席上，害虫に関

する質問などが出ると，立場上，回答せざるをえず，は

じめはI､ンチンカンなことばかり話して，現場の人に笑

われたものである。そのうち，本州の害虫事情もいくら

かわかるようになり，ときには虫害防除の講義をしたり

しているうちに，ついつい，ポプラ造林推進の1人のよ

うな格好になってしまった。

当時，いろいろな団体や個人がポプラの植林をしてい

たが，中でも，マッチ関係の人びとはもっとも熱心であ

った。それは，次のような理由からであった。

マッチの軸木は，むかしは北海道のドロ・ヤマナラシ

を使用していたが，次第に原木が個渇し，それに代わる

ものとして，サワグルミが登場する。そして，いまや，

マッチ屋さんは，サワグルミの大径木を求めて，日本の

山を歩きまわっているが，どうやらその原木量も先がみ

えてきたのである。もちろん外材も使用する。とくに，

ソ連には優良なアスペンが豊富にあるが，輸入がかなり

不定期で，それに頼りすぎると，輸入がストップしたと

きに，操業を停止することにもなりかねない。中小企業

の多いマッチ業界にとってそれは命とりにもなる。そこ

で，イタリアやフランスにならって，マッチ軸木用にポ

プラを造林し，ある程度の原木を確保しておきたい，と

いうのがマッチ会社の本心なのである。ちなみに，マッ

チの軸木としては，ドロ・ヤマナラシがよく，サワグル

ミは品質はおちるがまあまあ使える程度で，他のほとん

どの樹種は失格だそうである。イタリア改良系ポプラ

は，かなりいい線をいくらしい。というわけで，少しオ

－バーな表現をすれば，ポプラ造林はマッチ業界の死活

にも関係しかねないものだったのである。

この話を聞いて，わたくしりま，マッチ屋さんの誤プラ

造林が成功するよう願わずにはいられなかった。もちろ

ん,専門の害虫防除の面で,できるだけ協力したいと思っ

た。そして,懇話会の現地研究会以外にも，1人で姫路周

辺をたずねて,何度かポプラ林を象せてもらったりした。

しかし，姫路周辺は名だたるせき悪林地の多いところ

である。華岩は栄養にとぼしい花崗岩，雨が少なく，落

葉層も浅くて，土壊はいたって貧弱である。森林ばとい

えば，比較的たけの低いアカマツがいたるところで優占

し，雑木もコナラ，リョウプ，ヤマツツジ，アセピなど

好乾性のかん木が多い。イタリアポプラの造林で有名な

ボー河周辺の，水分豊かな環境とはほど遠い感じのとこ

ろである。こんな山で，あるマッチ会社が，岩遮の露出

した山腹に，ひとつひとつハッパをかけ，穴をあけて，

細いポプラの苗を1本1本植えているのをみたとき，本

当のことをいって，暗たんたる気持ちにさえなった。

もっとも，艇地ぎわや河原や山間の沢地などでは，す

ばらしい成長をして，もう伐期に達しているポプラもた

くさんあった。「この林分を何百万円かで買いたいとい

う業者があらわれた」と楽しそうに話すマッチ屋さんの

笑顔をゑると，そのときはポプラ造林ほまちがっていな

かった，という気持ちにもなるのであった。

しかし，それから数年ほどして，ポプラ懇話会の活動
はバッタリとだえてしまった。統計を承ても，ポプラの

造林面積は急激に減少しはじめた。ポプラの周辺に，な
にか重大な異変が起こりつつあることが感じとれた。そ

うこうするうちに，東大紛争が勃発し，わたくしもそれ
に巻き込まれて，ポプラのことはすっかり忘れてしまっ

た。やがて紛争は下火になり，気がついたら，もうポプ
ラは過去のもののような状態で，以前あれぼど熱心だっ

た人も，ポプラのポの字もいわなくなっていた。

わたくしは，ポプラ造林に協力してきた1人として，

ポプラをこのままウヤムヤにほうむる気持ちにはなれな

かった。な挺がポプラ造林を失敗させたのか，その原因
をこの眼で確かめたいと思った。そして，今年の九月ふ

たたび姫路の山をたずねたのであった。

前夜の雨に洗われて，播州平野の空は青く澄承，たん

ぽや畑の畦は，ヒガンバナの燃えるような赤で色どられ

ていた。どこからか，モズのするどい高鳴きが聞こえて

きた。ジープ'は，やがて山道をのぼりはじめる。承どり

の，いくらか色あせた雑木林のトンネルをぬけると，め

ざすポプラの林があらわれた。それは，姫路のあるマッ

チ会社が植栽したイタリア改良系ポプラの，数十町歩に

－16－
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およぶ山地造林であった。

わたくしは，ジープをおりて，ポプラ林の中をひとま

わり歩いた。沢ぞいの肥沃地では，さすがによく太って

いた。まだ植栽して10年あまりというのに，胸高直径

30cm,樹高20m近くに成長している木もあった。

だが，そのような所に限って，根だおれ木や中折れ木

が，少なからず発生していた。それは20号台風による
ものであった。そして，中折れ部分には，必ずコウモリ

ガのせん孔があった。わたくしは，あらためて，まわり

のポプラを見なおした。コウモリガの食害のため幹の上

のほうで折れている木がかなりあった。太い幹にも食い
傷が承られた。

コウモリガは，いくらか湿った，下草や猫木の繁茂す

る環境でよく発生する。幼虫は，若齢のころは，草や柔

らかい潅木のずいにせん入し,1cmほどに成長した時

点でポプラに移行する。防除法としては，下刈りをてい
ねいに行ない，幼虫がポプラに移行する5月下旬から6

月中旬にかけて，ポプラの樹幹韮部とまわりの土壌に殺
虫剤（粉剤）を散布するとかなり有効であることが知ら

｡れている。ところが，このポプラ林は，数年まえから，

下刈りも薬剤散布も中止し，なかば放置されたような状

態で，下草は繁茂し，コウモリガの発生するのも，やむ

をえない状態となっているのである。

コウモリガの被害は風害の原因になったりして，一見

派手に染えるけれど，まだ，材はマッチ軸木用として十

分に利用できるし，童た倒木も，徐々 に切り出して使う

ことができる（中折れ木の材部をしらべて象ると，白く

つやつやして，心材の変色がほとんどなかった。花崗岩

質の山で育てた長所かもしれない)。だが，山腹から尾

根すじの，比較的乾燥しやすいところに植栽したポプラ

は致命的な状態になっていた。

9月下旬というのに，ほとんど落葉し，すでに裸木の
状態である。胸高直径は10～15cmに，樹高も7～8m

にまで成長してはいるが，どうやら，そのあたりで成長

侭停止してし蓑ったようである。しかも，よくふると，

梢端や枝さきが白く光ってゑえる。実は，樹皮がはげて

材部がむき出しているのである。幹の樹皮の色にも生気

ばなく，枯死がまもないことを示している。枝枯病が発

生していたのである。

現場の人の話では，植栽時には1nlに近い深穴を掘

り，肥料も十分入れたため，媛初は順澗に伸びたが，4

～5年まえから，葉が小さくなり，早く落葉するように

なって，成長もとまってしまったのだ，という。おそら

く，根が山陽地方本来の土壊にぶつかって，謎分と水分

を十分吸収できなくなったのであろう。ポプラを山地に

植えた場合の障害が典型的にあらわれた例だと思う。枝
枯れ症状は，適地に適木を植えなかったことを示す証拠
でもある。この，コウモリガの食害と枝枯れ・先枯れ症

状から，わたくしは，ポプラ林がひどく荒廃していると

いう印象をうけた。ポプラ造林にもっとも熱心だったこ

の会社の山でさえ，この状態である。ポプラ造林は，や

はり失敗におわっていたのだった。

かつて，姫路周辺のポプラ造林地を承て歩いた感想文

を，マッチの業界誌に書いたことがある。「スギ・ヒノ

キは，幸いなことに病虫害がひじょうに少ない。適地に

植えて，適切に除間伐すれば．あとは放っておいても40

～50年たてば収穫できる。林業家が病虫害の知識がなく

ても，林は育っていく。ところがポプラはそういうわけ

にはいかない。成長が速いという利点があるかわりに，

病害虫が多い。ポプラ造林が成功するか否かのカギは，

病虫害が予防できるかいなかにかかっている」と。

あれから10年近くたった今日，ふたたび同地を鮪と

ずれ，ポプラ林の荒廃をゑて，ポプラ造林を失敗させた

原因はやはり病虫害であったか,という感じを深くした。

山をおり，会社に寄って,社長さんに謝辞を述べたあと，

なぜポプラ林を手入れされないのか，たずねてふた。社

長さんは，頭をかきながら，こういわれた。

「4,5年までば，まだ山で働くという人がいました。

しかし，最近はもうイケマヘン。下刈りしたくても，薬

剤をまきたくても，人手がアリマヘンノヤ｡」

さらに話をきいて承ると，最近，ソ連から良質のアス

ペンがドンドンはいってくるようになり，マッチ屋さん

の多くは，ばくだいな投資をしてまで山へポプラを植え

る意欲を失ってし蓑ったというのである。

ポプラ造林は，わたくしにいるいいろなことを教えて

くれた。第一廷，適地適木でないと，造林は絶対に成功

しないこと（その結果は病害の大発生となってあらわれ

る)。第二に,病虫害大発生のかげには，しばしば社会情

勢の急激な変化というような，人間的な要因があり，と

きに，それが，問題の本質でさえあるということであ

る。森林保護の研究者も，害虫や病菌の生態だけを追っ

ていては,本質を見失う世の中になってきたようである。

社長さんの話を聞きながら，わたくしは，ポプラ造林

の推進に協力してきたものとして，一種の罪悪感におそ

われた。その様子をゑてとってか，社長さんは笑いなが

らこうつけ加えられた。

「先生！しかし，ポプラ造林をしてよかったですワ。

地価が上がりましてナ。土地を買ってポプラを植えたも

のは，ポプラでは損をしましたけれど，土地で結柵もう

けてますよ｡」
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そうである。

近いうちに，このSLは，北海道や九州の一部のロー

カル線だけで動くようになり，本州では大部分が姿を濃

すことになるのだという。それだけに，今のうちに見て

おきたいというファンが多いのかどうか,SLが動くと

いう噂だけで，マニアたちが集まってくるのだそうだ。

それは，もはや，単なる懐古や，惜別の情，というだ

けのものではないらしい。SLファンにとっては，「煙

を吐いて」走る機関車などというものは，それだけで，

垂誕の的であるらしいのである。

まず最初は，写真や模型の収集。

そして，その次は，現地へ飛んでのSLの撮影,録音。

SLの写真集は，飛ぶように売れるというし,｢SL

のすべて」といった本は，次から次へと出版される。近

ごろは，「日本列島SL殺人事件」などという推理小説

も書かれている。ナンバー・プレートのような，本物の‘

部品なら，法外な高値で取引きされるのだという。…．

録（11）林
垂
胆

ミ

おおし震たくじ

大島卓司

(聚黎紬）

SLブーム

今年，3才になる孫のお得意の唱歌に，「汽車，汽車，

シユッポシニッポ…･」というのがある。そのあとの文

句が何と続くのか，よくわからないが，「スピード，ス

ピード，窓のそと･．．」というくだりがあり，「走れ，

走れ，楽しいな」というところで終わるらしいのである

が，彼は，このスピードのスを，決して「ス」とは発音

しない。唇をとんがらかして，「シュピード，シニピー

ド」というふうに唄う。何度直してやっても断固として

「シユピード」である。何だかドイツ語の発音を聞いて

いるようで面白い。

＝

ちょうど，百年目にあたるという鉄道記念日が，いつ．

そう，このSLブームをあおりたてたのかもしれない。

当日のSL運行は，まさに気違い沙汰ともいうべき熱狂

ぶりであったという。

それにしても，ついこの間までは,F合理化反対」の,．

「順法闘争」の，と，乗客無視のにら象合いを続けてい

た国鉄である。あの騒ぎは，いったい，どうなったとい

うのであろうか。あれから，いったい，何カ月がたった

というのであろうか。

わたくしは，別に，鉄道記念日の行事に水をさすつも

りはない。また，いうところのSLブームに，ケチをつ，

けるつもりもない。しかし，人間の気持ちなどというも

のは，まるで拙の目のように，くるくる変わるものだ

し,いわゆるブームなどというものは，いつ，どこで，

どんなふうに変わるものか，わかったものじゃない，と

いうことをいいたかっただけである。

ところで，わたくしも，子供のころ，「汽笛一声，新

橋を･･･.」という鉄道唱歌や,「今は山中,今は浜,．…」

というような,いろいろの汽車の唄を唄った記憶がある。

明治5年，新橋から品川まで，当時「岡蒸気」と呼ば

れた汽車が開通してから，今年は百年になるのだそう

だ。百年という歳月は決して短くはないが，その間の鉄

道技術の発達を考えると，丹那トンネル，関門開通，新

幹線，－よくぞここまで，の感がなくもない。

10月14日，この「鉄道百年」を祝って，数灸の催し

が，にぎやかに行なわれた。そのなかに，昔の新橘一

今の汐留駅から，品川まで'SLを運行する，というス

､ケジュールが組まれていたという。驚いたことに，数千

のファンがその沿線につめかけ，その付近を通る普通電

車の運行にも差しつかえるほどだったそうだ。

一
一

第一，汽車の窓から吹き込む煤煙に，閉口した人間が．

どれほどいたことであろう。目にゴミがぱいって「涙を

流した」人間は，そんじよ，そこらにいっぱいいるはず

である。白い着物は真シ黒に汚れ，どんなに暑い盛りで

も，1､ンネルにはいったとたんに，汽車の窓は必ず密閉

しなければならなかったのである。モウモウたる黒煙

が，呼吸を困難にするくらい混入してきたのを憶えてお

られる方も多かろう。

蒸気機関車が電車に変わったとき，いちばんよろこん

だのは，勾配の急な，トンネルの多い，山越えの鉄道を．

SLというが，別に下着のサイズの話をしているわけ

ではない。SteamLocomotive,つまり，蒸気機関車の

ことだそうである。

どういうわけか,C57とか,D51とか，このところ，

蒸気磯関車は，大変な人気を呼んでいるらしい。全国に

は十数万のマニアがいて，どこそこに|,SLの匡重

連」でもあると，千里の道を遠しとせず，このマニアた

ちが立ちどころに何千人か集童って，大騒ぎをするのだ
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壹

.一

利用することの多い山役人ではなかったろうか。

鉄橋を渡り，トンネルを抜け，「煙を吐いて」走る磯

関車の姿は，確かに見た眼には勇壮である。しかし，そ

れに魅力を感じるのは，汽車に乗るというより，「汽車

‘には乗らないで」それを外からながめている人ではある

まいか。少なくとも，わたくしは，電気機関車の走って

いる路線なら，たとえ,D51であろうと,C47であろ

うと，わざわざ,SLに乗ろうとは思わない。その方が

よっぽど旅が快適であるからである。それは，必ずし

も，窓があけられるからだけではない。このごろの「新

幹線」は窓があけられない仕掛けになっている。

それは，窓があけられないからではなく，あの煤煙を

かぶらないですむからである。

こんなことを書くと，あるいは,SLファンの方に叱

られるかもしれない。しかし,･SLマニアといわれるよ

うな人は，電気機関車以降の，若い人が大部分であっ

て,SLに引っぱられた列車に乗って旅をしたことがあ

んまりない人ではないであろうか。論より証拠，真夏に

トンネルの多い山中の鉄道を,SLに引かれた列車に乗

って，旅行して承られるがよい。所詮,SLとは見るも
①●

ので乗るものではないことに納得がいくのではないであ

ろうか。それでもSLのファンはいる。SLのマニアは

多い。これが「ブーム」というものなのであろうか。

ところで，これは必ずしもSLに限らないが，「ブー

ム」と名のつくものは，わたくしは，たいてい，好きに

なれない。

ひところのゴルフ，そして，このごろのボウリング。

誰もが始めるようになると，トタンに，わたくしは始

める気がなくなってし童う°

こんなことの事例にあげていいのかどうかわからない

が,いわゆる「中国ブーム」というものにも，なんだか

わたくしは，のっていけないでいる。「草木もなびく」

という「中国」である。毛さんや，周さんの話をしない

と一人前でないような最近の空気である。それでも，ど

うも，わたくしは，素直についていく気になれないので

ある。

わたくしは，「趣味」はまあともかくとして，スポー

ツや友好関係にまで，「流行」があるとは思わなかっ

た。わたくしは’何も，ゴルフやボウリングが「流行」

しているからだとは思わない。しかし，ゴルフクラブの

入会金が’何百万円で売買されたり，プIコポウラーの年

間の賞金獲得額が’千万円に近いものが珍しくないの

だ，というような話を聞くと，これは決して「やきも

ち」や「ひがみで」いうのではないが，何とはなしに，

不愉快さが先にたってしまう。妙なことをいうようだ

が，ゴルフといい，ボウリングといい，さらに，中国熱

というものに，いま，関心を持っている人の全部が，本
●C●●●

当の意味で，プライベイトに，誰への思惑や，掛けひき

もなく，見えや利害を捨てて，関心を抱いていられるの

であろうか。

わたくしは，何も「交際」のためのゴルフ，友人と利

害関係を結ぶためのゴルフが多すぎる，といっているの

ではない。ボウリング場にも秋風が吹いているところも

あるという。「転身」した大企業の先見の明をうらやま

しがっているのでもない。いわんや，毛さんや，周さん

に，どんなにオベッカをつかう人でいようと何の関心も

ない。ただ，わたくしには「ブーム」というものに，何

とはなしに反感めいた感情が動くのである。

それが，わたくしのへそまがりのせいかどうか，わた

くしにはわからない。しかし，「ブーム」というものの

なかに，わたくしは，女の服装と同じ「流行」のにおい

を感じる。世俗への便乗と，追随とを感じる。それがわ

たくしを素直についていけなくするのであろうか。

横井某という帰還した兵隊が，その異状な体験ゆえに

一世をさわがし，まるで「英雄」ででもあるような待遇

を受けたことがあった。

バレーボールの選手た･らは，かつての「東洋の魔女」

たちが受けたような「人気の主と」になり，女子学生の

注目を独占しているという。

いまに，「洸惚の人」が世人の関心の中心になり，同

情の中心にすわるようになるかもしれない。

要するに，これが「ブーム」というものの正体なので

あろうか。ブームとは，結局，「人気」と「流行」とい

う，今日あって，明日のわからない，一時的なものなの

であろうか。しかし，本当の意味のブームというもの

は，そんなものでばないような気もする。いわゆる「人

気｣，いわゆる「流行」を越えた，その向こうにあるの

が，本当の意味の「ブーム」であるような気もする。

SLブームが，要するに過ぎて行くものへの感傷にす

ぎないものかどうか，わたくしにはわからない。

しかし，鉄道百年は，次の「百年」への第一歩でもあ

ろう。蒸気から電気へ，狭軌から広軌へ，－そして，

これからの鉄道がどのような道を進むのか，それは，わ

たくしにはわからない。しかし，一つだけ，はっきりし

ていることがある。それが「文化」というものだ，とい

うことである。おそらくは「SLブーム」などというも

のを乗り越え，押しつぶして….｡
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れねばならない状態になってくることから起こる。その

場合肥培は便利な場所にある森林で木材を有利に生産す

る方法として魅力あるものになる。

したがって成長している森林に対する肥培は，おもに

よく発達した林業地に見られる。今にこのような地域で

は森林と産業の生産力の間の平衡が成り立つであろう。

この状態で産業が木材に対して支払うことのできる限界

価値から，原材料の需要愛を維持するために必要な施肥

区域が決定される。

世界における

林地肥培の現状(総説〕

S.ハグナー博士

（＃ｳーー 桑ﾝｾﾙ農-ズ主爵）
川名明・相場芳憲監修

多屋平彦。岸幹夫共訳
矢倉直行
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2．養分と使用される肥料

表－1に世界のいろいろな場所で行なわれている林地

肥培の大まかな展望と特性を示す。
一

表－1肥培された森林の型
『わが国の林地肥培も年凌さかんになっている。今後

の問題点について，われわれも独自のものを持っている

か，世界ではどうなっているのか検討すべき時期に来て

いると考える。世界各地の林地肥培の研究者(注1)の提出

したものをハグナー博士がまとあて，昨年フロリダで行

なわれたユフ戸の会議に報告した。将来の日本林業のた

めにも参考になるものと考え，東京農工大学の研究生ゼ

ミナールで訳したものを博士の了解を得て紹介すること

とした。

川名明』

1．序論

この総説は主としてスカンジナビア，中西部ヨーロッ

パ，北アメリカ（南東部北東部および北西部)，日本，

ならびにオセアニアについての原報(注1)にもとづいてま

とめた。これらの地域は世界の林地肥培の大部分を占め

ている。これは高地の普通の森林土壌に成立する林地の

肥培について述べたもので，たとえばフィンランドの泥

炭地の排水，施肥(注2)などは含婁れていない。

林地肥培について異なった二つの型にわけることがで

きる。すなわち

A.造林時の土壌改善法としての肥培

B･壮齢林に対する肥培

造林時の肥培は少しでもよく木を生育させるたいに必

要である。たとえばリンのようなある種の養分が極端に

欠乏しているときにこれを補ったり，微量要素を加える

ことが必要であったりする。その効果はドラマチックで

肥培はどのような森林生育に対しても，何らかの形で必

要であるといえることが多い。

壮齢林に肥培する目的は，材の需要が自然の森林生産

力を越える時にその成長を促進することで役立つ。肥培

の必要なもう一つの型は，木材がだんだん奥地で伐採さ

’欝噸爵|幼齢林|壮齢林地域

スカンジナビアl－|-|x
’中西部ヨーロッパ

北アメリカ南東部

〃北東部

〃北西部

ｘ
一
の
一
一
一
Ｘ

xl X(*1)本IX日

Ⅱ

I
(X)オセアニア X X

X=大規模な肥培

(X)=限られた範囲の肥培

一＝肥培されない

（*1)(訳者注）規模はまだかなり小さい

植栽時の肥培は，たとえばアメリカ合衆国や中央ヨー

ロッパでは砂地などのようなやせた土壌でごく普通に行

なわれている。日本やオセアニアでは，土壊中の養分の

大きな欠乏を正すために施用が必要であるとされてい

る。壮齢林に対する肥培は,現在おもにスカンジナビア，

中央ヨーロッパ，北アメリカ訓晒部で実践されている。

アメリカ合衆国の南東部と日本は近い将来との型の肥培

がもっと普及するようになる地域である。そして疑いも

なく，北アメリカ北東部やオセアニアでも遅かれ早かれ

この型の肥培が増加するであろう。

チッ素，リンおよびある程度までのカリウムは最も一

般に使用されている栄養素である。中西部ヨーロッパの

広い地域，特にドイツにおいては炭酸カルシウムが施肥

されている。これは土壌のpHをたかめ，他の要素を遊

離させるという特別の性質がある。微量要素で土壌を肥

一
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表－2施肥される養分要素

微量要素

地域チッ素，ン力,灘ｼ瀞識
等

スカンジナビアX(X)一一一

栖部舅-ロニッパxxxlx-

沃化することが日本(勺やオセアニアばかりでなく火山

性土壌の地域で行なわれている。

（*）（訳者注)日本で微量要素が施用されているという

のは，固形肥料の説明に対する誤解であろう。

単肥，複合肥料の両方がある。今日スカンジナビアで

は尿素の使用から次第に硝酸アンモニウム，おもに硝酸

アンモニウム石灰の形の肥料の使用に移行しつつある。

この理由は肥料の価格の変動と，チッ素が尿素の形で与

えられるよりも硝酸アンモニウムの形での方がよい結果

を生ずることがわかったためである。

粒状肥料は一般に機械による散布に適している。肥料

のこの形態は取扱い，積込承ならびに散布がかなり容易

である。粒径の大きい肥料はより広くより均一に散布で

きるので航空散布に有利であり，さらに風に吹き流され

にくい。この形態の肥料はスウェーデンで開発され，直

径15mmまである粒状として硝酸アンモニウム石灰を

用い，高濃度（32.5％チッ素）の商品として使用して

いる。非常に大きな粒の尿素を北アメリカ北西部で使っ

ている。

北ｱﾒﾘｶ南東部|(x)|xi-|-|(x)
I北東部|(x)*'1-|-|一種'一
〃北西部|xl-|-l一一
日本|xlxX-x*s
オセア=71(x)|xx-x

-－

凡例は表－1参照

*1（訳者注）実際には行なわれていないと思われる

趣（〃）規模はかなり小さいと思われるが，実行

されている

*3（〃）日本では実行されていない

表－3使用されている肥料の形態

チッ素肥料チッ素一リン肥料リンーカリリン肥料炭酸

尿素塑溌垂；事す覇アリ肥料勢霧|，シ鉱石ｶﾙｼｳﾑ
|xxlx---|-
-|x-xx--x
x-x--|xx
(x)--|一一l－
x一’一’一一’一
(x)-|xlxl-|xlxl-

地．･垂彗二域

スカンジナビア

中西部ヨーロッパ

北アメリカ南東部

〃北東部

〃北西部

｜

’＝

オセアニア

凡例は表－1参照

表一4ばらまき散布での普通の施肥量の例(kg/ha)
肥料の施用量は普通200

~600kg/haであるが，例

外は中西部ヨーロッパでの

石灰散布で，面積のわりに

非常に多湿の石灰がまかれ

ている。施用チッ素量はス

カンジナビアで次第に増加

し，2～3年前に比べて50％

もの増加を示している。

造林のための施肥は主と

して土壌の風化・生成状態

一一一ー一一
一

炭酸尿素硝酸石灰アンモニア

地域46％23～25％32.5％
カルシウムN
NN

’260~380390~560スカンジナビア

中西部ﾖー属ﾂバ1500~5000115001
北ｱﾒﾘｶ南東部｜｜(180~260)’

硝酸
アンモン

34.6％
N

370～540

酸
灰
％

ン
釦
ｑ

リ
ー
込

過
石
釦

０

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

，

口

即

Ⅱ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

’350～500

ｱ ’｜’ ｜’ 220～900オセア
一
一
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が悪いか，やせた砂質あるいは粘土質の土壌で行なわれ

る。そのような土壌の地域は中西部ヨーロッパ，たとえ

ばフランスの北部および南西部に承られる。この土壌は

十分に耕して同時に施肥する。肥料はおもにリンである

が，場合によってはチッ素・リン・カリウムが同時に与

えられる。

アメリカ南東部では雁鐡前にリン（過リン酸あるいは

リン鉱石）がしばしばトラクターですき込まれる。時に

はリン酸2アンモン（225～250kg/ha)が代わりに用い

られる。日本やオセアニアでは植栽時にいろいろの要素
が加えられていて，今までは手で毎木施肥されてきた。

日本では針葉樹植栽木についてN:6～149,P205:

4～89およびK20:4～89が与えられ，広菜樹に対して

の施肥料はこれよりも多い。オーストラリアやニュージ

ーランドではマツ植栽木1本当たり60～809の過リン

酸が施肥され，時にはホウ素，銅あるいは亜鉛もこれに

加えられる。

労働澱の上昇は造林前後の施肥方法の機械化作業への

移行を余儀なくさせており，今後飛行機による散布が利

用されるようになろう。

3．現在の林地肥培の現状

表－5の数値は統計処理が完全でないのでそれほど確

かでないが，現在実行されている林地肥培のおおまかな

規模を示している。

造林された林分に対する肥培総面積は1970年で11万

5千haである。もし平均施肥量を250kg/haとすると，

リン肥料およびカリ肥料の消費は約3万トンである。

閉鎖した壮齢林に対する鯉著は5年前まではほとんど

中部ヨーロッパに限られていたが，このごろではスカン

ジナビアでも広く行なわれている。1970年にスカンジナ

アで肥培された面積はスウーーデン8万5千ha,フ.fン

表－51970年における未成熟土壌の林地肥培の
概況単位1000ha

地域｜幼齢林肥培
スカンジナビア｜
中西部雲-画ツバ｜〈30

’

1

1

壮齢林肥培

143
－

20～30

ー

北アメリカ南東部 ｜

’

｜〈5＜10

日

〃北東部 ＜1

北西部’40~50〃

本’70～80 20～30

オセアーア’’0 2

ランド5万ha,ノルウェー8千haである。スウニーデ

ンでは1970年の終わりまでに50万ha以上の森林腱チ

ッ素が施され，肥培はこれら3カ国で急速にのびてい

る。

北アメリカにおける林地肥培は主として北西部に集中

し，この地域の約6万5千haが1970年の終わりまでお

もにチッ素複合肥料（尿素）で肥培され，これが急速に

のびており，その地域の大部分（4万～5万ha)は1970

年中に肥培されたものである。北アメリカの他の地域で

は林地肥培は実験段階であるが，リンとチッ素の林地肥

培が近い将来南東部で増加することが期待される。壮齢

林においては大部分の面職はまずチッ素で肥培され，場

合によってはリンとカリが加えられる。中西部ヨーロッ

パでは1万5千haにおよぶかなりの面積が肥培されて

いる。

チッ素肥料の平均肥料を約400kg/ha,面積を22万ha

とすると，1970年中にチッ素分の多い肥料の消費量は9

万トンになる。これに加えて中西部ヨーロッパでは5万

トン台の石灰が消費されている。検討している全地域

（世界の大部分であるが）で1970年中の肥料消費を見

積もると，石灰を含めて約17万トンになる。

肥料の需要は世界的に急速にのびている。消費量は5

年以内に2倍以上になると見込まれ，その増大量のほと

んどがチッ素肥料である。今後の増加は肥料の価格に依

存するが，部分的には木材を使う産業が肥料によって増

加する原材料のためにどのくらい支払うかどうかにかか

っている。

散布方法と菱用

散布方法の選択は次のことがらによって変わってく

る。

a.利用価格と労働賃金

b・所有と森林境界（小面積で散在している所有地ま

たは大面積で隣接した地域）

C.地形

d.航空交通規制

閉鎖された森林への肥培

スカンジナビアにおける肥料散布はほとんどFWA(固

定翼飛行機，以下同）でなされている。1970年における

散布方法の比較をすると次のようになる。

国手まきトラクターFWA

フィンランド10％15％75％

ノ:ルウエー20％ユ0％70％
スウェーデン3％7％90％

中西部ヨーロッパでは長伐期施業は手まきかあるいは

トラクター散布によらねばならなかったが,FWAを肥
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表－6閉鎖した壮齢林への肥料散布方法 手による散布

肥料は昔ながらの手まきによって，あるいは特別な背

おいのコンテナ芦から曲げやすい管を通して噴出する方

法で散布することができる。散布の最も簡単な方法によ

る労力は，肥料kgあたり0.5～0.8人/時間である。

トラクターによる散布

肥料をトラクターによって散布する時，一般にコンテ

ナーと散布装置をトラクターの上に乗せて運ぶ。容愈は

散布装置の大き･さばかりでなく，林分の密度，地上の障

害の有無，あるいは地勢によって影響される。スカンジ

ナビアで使用されている大型の装置はそりに積載して，

250～450kg/haの施肥瞳で1日当たり9～13トン散布

することができ，小型の装置では250kg/haの施肥鉦で

1日3～4トンまくことができる。散布費用は種盈の理

由によって変化するが，1969年には積込み，けん引，肥

料輸送および散布を含めて，肥料1kg当たり1.9～3.2

セント(US)であった。この数字はスウェーデンを参

考にしている。

肥料はトラックから直接グラブバケットで，あるいば

エンプティングサックスでスクリューフィーダーに注ぐ

かしてトラクターの上のコンテナーに積象込まれる。職

込承にはトン当たり4～10分かかる。サックスを人力で

操作することは激しい労働である。

FWAによる散布

さまざまのFWAが肥料の散布のために使用されてい

る。均一散布と特定の指示された森林を対象とするため

に，飛行機は低高度で目標に接近して飛行できなければ

ならない。現在この種の作業ができるのは，小型でゆっ

くり飛び,1,300kgの職戦能力を持つ鶴重の承である。

このような飛行機はまた簡単な飛行場施穀で足りる。

現在使用されている股も普通の形式は，積載能力500

~600kgのパイバーパウニーPA25と,1,200～1,300kg

の積載能力をもつスノーコマソダーである。場合によっ

てはセスナAg－ワゴン300(600kgの積載能力),グラ

マンAg－キヤツト(1,100kg),および約550kgの積

載能力をもつカレアA-9(クワイルコマンダー）など

が使われる。

FWAの散布能力はヘクタール当たりの施肥愚，目標

地域の大きさ，使用する穣載装置，天候の状態，飛行場

から目標までの距離などの種との要因によって変わって

くる。一般に飛行機は滑走路から半径5～6kmに制限さ

れるべきで，例外的に10kmを越えた範囲になるといわ

れている。

理想的な状態では大型の飛行機は1飛行で60～70ト

ン散布し，小型機では30～501､ン散布することができ

地域｜手霞き
スカジナピア|(x)

11 |FWA*
－

|x

トラク
ター

X

コ
ー
リ
タ
ヘ
プ

中西部雲-戸シバ|xlxl-|(x)
北ｱ参り力南東部l－|-|xl(x)
〃北東部l－|-|(x)|(x)
〃北西部l－|-|xl(x)
本|x xl日

オセアニアl－l－ |-|x
＊固定蕊罪行機

料散布のために使用し始めた。この方法はさらに普及さ

れることが期待される。

北米あるいは日本では壮齢林肥培にヘリコプター散布

が行なわれている。またニュージーランドとオーストラ

リアではFWAによる散布が最も普通の方法である。

このように現在FWAによる航空散布がヨー回シバや

オセアニアで広く行なわれているが，北アメリカや日本

ではほとんどヘリコプターでなされている。その理由は

ノルウェーを除いてスカンジナビアの地形は比較的ゆる

やかでFWAの運行に障害物がないのに対して，北アメ

リカの北西部の地形は非常にけわしいので，ヘリコプタ

ーの方が容易にかつ安全に運行することができるからで

ある。

現在スカンジナビアで行なわれている施肥方法を比較

して象ると，それらの効果には何らの本質的な相連はぶ

られない。

スカンジナビアでFWAが有利な他の理由は，ヘリコ

プターを用いると費用がかさむことと，国の航空規則と

である。これに対して北アメリカでは戦争余剰設備がか

なり使われ，ヘリコプターを安く使用できる。震たスウ

ェーデンの航空安全規則ではヘリコプターの使用が禁止

されている。

さらにスカンジナビアの大規模な森林でFWAの使用

が有利な理由は，肥料の運送や貯蔵の設備を比較的少数

の滑走路に集中することができるからであろう。このこ

とは20km離れて設置して,1,500トンまでの肥料を一

つの滑走路から散布できる。したがって末端単価が安く

なる。多数の小さなヘリポートに肥料を配置すること

は，粗末な道路による高い運賀，自動車行政や交通管理

地域への要求などから費用がかさむことになろう。もし

も施肥すべき地区が小さく独立した土地や林分であるな

らば,FWAの優位性は自然に減少する。

＝

＝
卜
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る。しかしスカンジナビアのように天候が不安定な地域

では，実際にはもっと低くなる。

次の例はスウェーデンにおけるFWAの肥料散布の幾

用を示している。

散布（較込承を含む）1.8～2.5セント(US)/kg

印付けとコン1､ロール0．2〃

滑走路（新設）0．5〃

計2.5～3.2セント(US)/kg

北アメリカ北西部でもそれに相当する費用肱だいたい

同じである。ニニージランドやオーストラリアでは過リ

ン酸散布の総費用(620kg/ha)は,kg当たり約3.1セ

ントといわれている。

ヘリコプターによる散布

従来使用されたヘリコプターは300～700kgの肥料を

職承込む能力を持っている。北アメリカ北西部では大面

祇が積戦能力700kgのカマン600で肥培された。職載

能力250kgのヒラー12Eもまたこの地域で使用された。

南東部では積戦能力約300kgのベルヘリコプターがカ

マン600とともに使用されている。

1飛行あたりの能力は，小型ヘリコプターの30トン

から大型の60トンまである。ヘリコプターはFWAk

り天候状態の影響は少ない。

ヘリコプターは1km以内の範囲で使用されるべきで，

FWAの飛行範囲の約1/6である。したがって理論的に

は1基地から施肥できる面積は,FWAがヘリコプター

の30～40倍ぐらいになる。それゆえヘリコプターの飛

行のためには，地上の肥料輸送のかなりゆきとどいた設

備とヘリーポート網が必要なことがわかる。地域によっ

てこれらの要因が費用を多くするかもしれないが，肥培

が小面戟の目騨也域に限られる場合，地形が複雑な場所

あるいは気候が変化しやすいところでは，ヘリコプター

の方がFWAより明らかに有利であろう。

北アメリカ北西部では，ヘリコプターによる肥料の散

布磯用はkg当たり約2"1～3.3セント(US)である。
しかし輸送と肥料貯蔵の経常費を加えると磯用ほもっと

高額になる。すでに実行している大面積の航空施肥の総

費用（林内に貯蔵するための運賃を含む）を北アメリカ

北西部（ヘリコプター）とスカンジナビア(FWA)と

で比較すると,FWAがヘリコプターよりkg当たり15

～30％安くすむ。しかしすでに示したように，航空機の

選択は幾用だけでなく，他の要因も含めて決定されるも

のである。

滑走路とヘリポート

FWAのために必要な滑走路は航空機が大きいほど大

きくなる。鰻も大きな機種は長さ450～500m,幅8xn

の滑走路が必要であり，股も小型のものでは長さ400～

450m,幅6mの滑走路から飛行できる。滑走路の側方

とか離陸の方向にある木や障害などは，航空安全の立場

から条件に満たされていなければならない。スウェーデ

ンでは一級クラスの滑走路を作るのに4,000～8,000ド

ル宿装を要する。パ&イロットは離陸の方向に下りの傾斜

をもつ滑走路を好むことが多い。

ヘリポートとしての基準は滑走路ほど厳格ではない。

ヘリコプターに適した起伏のある地形では散布される地

域の高い地点にヘリポー1､を作ることがよい。古い盤台

や岩場はかっこうなへリポートになる。

積込み

航空施肥はいかなる場合にもすばやく積承込むことの

できる装置をもつことと，目標が明確に示されることと

が絶対必要である。FWAの場合，肥料はあらかじめ満

たされたコンテナから最小時間で直接飛行機の中へ傾け

て流し込まれる。積込みはほんの2～3秒かかるだけで

あり，飛行機が地上にとまっている時間は1～2分であ

る。ヘリコプターの場合砿機体の下の外側につけた特別

な補助タンクを使用する。この補助タンクはリモートコ

ント戸一ルの電気モーターかそれに類似した装置で，肥

料を散布する補助タンクはヘリコプターが空中で停止し

たままで10秒以内に取り換えることができる。

標識

標識は航空施肥散布を均一にし，施肥量を正確にする

ために必要であり，印づけには二つの異なった方法があ
る。

1．目標の境界を指示するために印をつける

2．伐採線で目標地域を分割してしるす

操作は紋空写真を利用するといっそう簡単である。標

識には種々 の方法が使用されている。北アメリカ南東部

の平坦な地形でば森林が平行な道路で帯状に分割されて

いるので，パイロットは，歩いたり長いさおに旗をつけ

たトラックを運転した機動性のあるフラッグ･マンによ

って誘導される。

しかし多くの場合は旗を目立つ木に固定しなければな

らない。以前には人が木に登って旗をつけていたが，現

在は，たとえばスウェーデンで行なわれているようにヘ

リコプターから適当な木の上に標識の旗を落とすことが

普通である。これは時間を節約するうえ実際に航空散布

する会社が標識の義務をおう場合にば有利な方法であ

る。スウェーデンでは1標識に要する費用ば5～6ドル

(US)である。大規模の散布の場合では漂識の費用ば

ヘクタール当たり30～60セント(US)である。
造林前後の施肥
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表－7にあるように，植栽時の手による施肥が最も普

通の方法である。

表－7植栽時の肥料散布の方法

デンセルロース会社は，1971年の夏の使用のためにばら

積承で111000トンのチッ素肥料を貯蔵しようと計画し

ている。

施肥の生態的影響

媛近世界各地で環境におよぼす人間活動の影響の諸問

題について関心が払われるようになった。スカンジナビ

アや北アメリカ北東部において実施されているような，

大面職の林地に溶けやすい肥料を散布することについて

も今まで以上の注意が払われるようになってきた。童た

流水や河川の中の栄養物の移動についても研究が進めら

れている。散布された場所からチッ素がもれるのではな

いかという心配については，現在までのところそのよう

なきざしは全く現われていない。この場合尿素の形で施

肥されるチッ素は，硝酸アンモニウムの形のチッ素に比

べてはるかに強く土壌表面に固定される。

貯蔵の場合，尿素は家畜にとって危険であり，牛がこ

れを塩とまちがえて食べることがあり，ちょっとした量

でもアンモニア中毒による死亡原因となるので，尿素の

貯蔵には囲いがなされなければならない。今まで森林に

散布された尿素は鳥や動物には無害であり，すでに50万

haもおもに尿素で肥培されているスウェーデンでこの

可能性について十分な注意が払われていたが，尿素に起

因する中毒は全く記録されていない。

ある基地からの多くの飛行機の発着は近所に騒音問題

を起こす可能性がある。スウェーデンでは航空施肥は明

るい夏の夜に限って行なわれる。その付近の住民は騒音

を訴えるすべを知っていたが，どの飛行場からの作業も
2～3日に限られていたために，何年間もの肥培を通し

て騒ぎが大きくなることはなかった。

地域手霞き|庭ｸ|謬昌|FWA
中西部ヨーロッパ

北アメリカ南西部
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トラクターによる散布は造林に先だって地栫えをする

場合に行なわれる。このような例はヨーロッパ大陸，英

国諸島，そして北アメリカ南西部に拳られる。ヘリコプ

ターによる航空散布は比較的まれに，北アメリカ南西部

の限られた地域で，リンの施肥に使用されている。

施肥作業の質的コントロール

多分他の場所でもそうであろうが，スカジナビアで最

も重要なことは，肥料の散布が一様になされているかど

うかを確かめることである。これは世界の多くの場所で

かなり高価なチッ素肥料が一般的に使用されているから

である。

散布の均一性は目標地域に置かれた容器の計器によっ

てはかられ，測定値から「均一係数」が算出される。散

布を行なう会社との契約の中に違約金条項が含まれてい

て，もし「均一係数」から散布の不正確さが示されれば

依頼人が請負人を訴えることができる。

今まで散布の均一性について種盈の肥料散布装置のテ

ストをしてきた。これらのテストによって，ある種類の

ものはこの種の作業に不適当であることがわかった。

肥料の供給形態

石灰のような安価な肥料が使われているところ，ある

いは施される場所が近く，輸送設備が整っていて散布の

ため林内に大量にたくわえる必要のないところでは，肥

料はばら積桑で配布される。他の場合には肥料は普通40

~50kgの袋詰で1,400kg重でを一荷にして配布する。

スウェーデンではこれを防水のプラスチックでおおって

いる。

袋なしです龍せることが相当のコスト節減を意味する

ので，近年湿気に対して不安定な肥料をばらのままで貯

蔵する問題を解決するための試承が行なわれている。し

かしながらいろいろな困難があって，数百トンの肥料の

ための安くしかも完全防水のコンテナを作らなければな

らない。また周辺の河川のチッ素汚染を生じるかもしれ

ない事故に対しても安全を確保しなければならない。ス

ウェーデンで最も大きな林業会社の一つであるスウェー

Ｄ
《
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4．今後の研究と開発

例外はあるが，大規模な林地肥培の発達は最近になっ
てからである。したがって技術を進展改善するためには

まだ多くのことがらが残されている。壮齢林肥培でば今
後航空散布が多くなると予想されるが，空中からの多愛
の施肥が不経済である石灰の場合は別である。

FWAとヘリコプターの仕事の分担ほ相対的な溌用に

よって原則的に決まるであろう。現在ヘリコプターは主

としてFWAを用いるには技術的に困難な場合に使われ

ている。

土壊に対する肥料の散布作業は，鐙そらく将来は造林

に付随的なものとして行なわれるであろう。そのような

場合施肥が望ましいと判断されるところでは，地栫えの

機械作業と結びつけて行なわれるようになるであろう。
将来の肥培作業をより安くより能率的にするために，
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改良の余地のある分野のリストを次にかかげる。これは散布のすみやかで安価なコンI､ロールの方法の開発
必ずしも重要なものから順に並べているわけではない。10．環境保護

1．肥料林地肥培の生態的な影響に関する継続的強力な研究

最適の大きさと形の粒状肥料の開発

腐食性物質のコーティング（注1） 、

2．肥料の貯蔵・スカンジナビア:GustfSson,R

可動性，気密性，防水性で安く，容積の大きいばら（スウェーデン王立林業大学）

積承のコンテナの開発・日本：川名明（東京挫工大学）

3．地栫え時の施肥・北アメリカ（南東);Pritchett,W.L.

この目的に対して能率的な機械の開発（プ回リグ大学）

4．航空機墜・北アメリカ（北西):Stand,R.F.

菰戦能力の大きい，しかも限られた規模と地盤の堅（イラウソツェルバック会社）

さの基地から，低速，低空飛行の可能な新しい種類・オセアニア:Will,G.M.

の航空機（固定翼と回転翼）の開発（ニュージーランド林業試験場）

5．飛行場とヘリポート・中西部ヨーロッパ:Baule,H.

滑走路と荷積象装置のよい建設法（西ドイツ，ハノーバーミュンテーン）

より能率的な荷積承装腫の開発・北アメリカ（北東):Swan,H.S.D

6．散布機（カナダパルブ紙研究所）一手紙一

より均一な分布と広い散布幅をもった散布機の改良（注2）

と改善フィンランドの統計では湿地の約120,000haが
7．標識1970年に施肥され,300～400kg/haのNPある
すばやくそして安く取りつけ可能な効果的な標識のいは400～500kg/haの尿素+PKが使用されて

開発いる。尿素は250kg/haの硝酸アンモン石灰と代

8．航空術えることができる。

航空散布における正確な格子航空術の開発PKとPK+Nの消劉鐙は1970年には55,0001,

9．均一散布調整ンであった。
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が，一般にクヌギ，コナラ，ミズナラなどはこれらの諸

性質を満たし優良なほだ木とされている。一方原木とし

て蓄積が豊富なこと，造林がしやすいことなどの条件も

関与する。

ここではクヌギを主として述べ，コナラやミズナラに

ついても少しだけふれておく。

(i)クヌギ

生育地：自生地は比較的温暖で積雪量の少ない岩手県

南部の表日本側と秋田県男鹿半島以南の本州，四国，九

州で海抜5～6Xnの海岸地帯から海抜600mぐらいにみ

られ，ときには1,000m以上でも自生していることがあ

る。しかし，造林適地という点では温帯南部もしくは暖

帯中部以南の海抜150～|600mがよいようである。

樹勢：通常成木で胸高直径15～'20cm,樹高15～20m

に達する年数は植栽樹で平均15年，萠芽樹で10年あま

りである。しかし，老齢木で胸高直径1xn以上，樹高
30m以上になるものがある。

原木としての特性：ナラ類に比較して樹皮が厚く，乾

燥に対する注意が必要である。このため伐採から接種ま

での期間とほだ木の環境に留意しなければ菌糸の活着が

困難となる。さらに害菌の発生率がコナラやミズナラよ

り高く，それだけ技術を要するといえよう。しかし子実

体の発生量の多いことや形質・形態がそろい安定した発

生を示すこと，さらにほだ木としての寿命が長いという

特徴をもっている。

(ii)コナラ

関東・中部地方が中心分布地であるが，その分布範囲

は全国に及ぶ。九州では九州山地の700m以上で承るこ

とができる。原木としては子実体の発生が早く，形質，

形態ともによく，肉質もしまって厚弐，発生量もクヌギ

とほぼ同じで，全国の原木需要獄の半数を占めるものと

推定される。コナラでサクラ肌とかチリメン肌とか呼ば

れているものば15年生程度の樹齢の若いものに多く，

どの部分からも平均的にキノコが発生するので樹皮を痛

めることが少ない。これに対しオニ肌あるいはイワ肌と

いわれるものは壮齢林や標高の高い日当たりの悪い北斜

面に承られ’全体的に発生通が少なく，樹皮の溝に沿っ

て1カ所から集団的に発生することが多く，このため樹

皮が持ち上げられて剥がれ寿命が短くなりやすい。

（通）ミズナラ

北海道，東北地方がおもな分布地で関東以西では標高

600m以上，九州では700m以上でなければ林分として

よくない。キノコの発生量ではコナラ以上とも考えられ

るが，概して肉薄となる傾向があり，ほだ木としての寿

命も短く，伐採後の乾燥が遅いため接種まで数ヵ月放置

＜連載>llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll
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はじめに

従来，クヌギは材が堅く，伐採後の萠芽力もきわめて

旺盛で，しかも短伐期収穫が可能などの諸点から落葉広

葉樹のなかでも1級の薪炭材として取り上げられ，農林

家の副収入源となっていた。ところが昭和30年ころよ

り化石燃料が一般家庭に進出するに及んで薪炭材の需要

は急速に減少しはじめ，他方では用材価格の急騰，木材

需要構造の変化，林種転換の奨励と拡大造林が叫ばれて

民有林をはじめ国有林でも薪炭林などの広葉樹林は用材

林へと転換されていった。

一方，シイタケ生産は第2次大戦後くさび型・棒型な

どの種駒が完成するにつれて人工栽培が急速に普及し，

とくに近年特殊林産物のなかでも収益性が高く，安定し

た価格を示すことから生産者の増加と栽培規模の拡大，

さらに種菌の改良などによる生産地域の進展により，生

産蛍が飛躍的に増加しつつある。しかし生産資材として

の原木は上述の理由によって減少しており，九州地方で

は最近と承に過剰伐採の傾向が承られる。なかでも発生

量が多く，品質良好なシイタケを生産し，しかもほだ木

としての寿命の長いクヌギや。ナラなどの原木林造成が

要望されるのはこうしたことによるといえよう。しかし

ながら，これまでクヌギ林は薪炭材としての萠芽更新施

業を中心としており，原木林としての見地から造成した

ものはほとんど象られない。ただ薪炭林を対象とした造

林技術がそのまま原木林施業に応用できるものもある

が，シイタケ原木林としての研究や技術改良はむしろこ

れからだともいえる。そこで現段階で明らかにされてい

る調査資料や研究成果をとりまとめた。

1．原木樹種

シイタケ原木として利用可能な広葉樹の種類はかなり

多い。そしてほだ木としての重要な性質として外皮の厚

さ，硬さ，辺材部の年輪密度，心材率などがあげられる

．一

，

－27－



は不良タネであり除去する。また殺虫のためク巨一ルピ

クリンを使用してくん煙すると発芽率を低下させること

が多い。これに対して春まで貯蔵するときは山腹か畑

地，あるいは家の軒下などネズミによる被害をこうむら

ない位置に穴を掘り，かわいた砂，木炭粉などと混ぜて

土中埋蔵するか排水のよい場所に埋めて蕊やキビ殻など

で空気抜けを作り，その上に防寒対策や雨水のはいらな

いよう工夫するのもよい。また冷温貯蔵の際は殺虫後ビ

ニール袋にタネを封入し,5｡C前後の冷暗所に貯蔵する

と発芽力の低下を防ぐことができる。

(ii)実生苗

床つくり：床をつくるにあたって，まず畑土を堆肥と

ともによく耕し,酸性の強い剛では石灰を散布した後整
地する。クヌギはまき付け当年でも20cm以上の直根が

伸びるので深めに耕転するのがよいが，通常ば農業用耕

転機で耕せる程度で十分である。しかる後，床つくりに

かかるが，春さき乾燥しやすい地方あるいは火山灰土壌

地帯では上げ床とせずに床の幅1m,"60cmにとると

作業しやすい。また湿気を帯びやすい土壌の苗畑では

10～15cmぐらい上げ床とする。ただ寺崎ら(1955)も

認めているように平床または上げ床による苗木の成長量

や発芽率の差はないようである。なおネキリムシの駆除

は健苗をうるためにも，成虫に葉食されないためにも十

分行なうようにしたい。

まき付け；クヌギではごく大ざっぱに選別を行なった

タネでも発芽率は90％以上見込めるので，得苗率に気

をつかうことはない。このためまき付けにあたっては中

形以上のタネで15cm間隔，小形のものでも10cxn間隔

に1粒ずつタネの頭部を横に向けて5cm程度の深さに

静置して覆土する。ネズミの害のおそれのある畑ではさ

らに深めにまき付けするとともに畑の周囲に溝を掘るよ

うにすればよい。なお，クヌギのまき付け床には日おい

や霜除けを必要としない。

育苗と管理：春まきではまき付け後20～30日で発芽

し’1成長期後の苗長は平均で50cm,根元直径は5mm

程度になる。したがって樹勢旺盛で頂芽が完全に生育し

ており，しかも通直で直径の太い健苗であれば'年生で

も山行苗とすることができるが，根系状態を承れば，年

生では直根性の主恨が長い割に支根やひげ根が少ない。

このため’こうした苗木では植栽後の活着や成長が悪

く，寒害にもかかりやすいので，本来山行苗としてば主

根が15～20cmでひげ根に欝承，苗長50cm以上，根元

直径1cmは必要とする。

とくに根系の発達をうながすには根切りを行なうか床

替えをして直根を二又にさせたりひげ根を多くさせ，地

しなければ菌糸の繁殖ほよくない。ただ乾燥に対して強

いため栽培は容易である。

2．育苗技術

（1）タネと実生苗

(i)タネ

クヌギのタネ幟10月に完熟して自然落下する。とこ

ろが，従来このタネは山野に自生している林分から落下

したものを早之に拾い集めたり，成熟期に枝からもぎと

って乾燥させ，果実と殻斗が分離してから直ちに取り重

きするか，あるいは貯蔵後にまき付けしている。したが

ってタネがこうした方法で採集されている以上，その形

態にもかなりちらばりが認められる。クヌギのタネの大

きさ,1009当たり粒数などを調査した結果は表-1の

とおりである。さらに1林分から採取したタネを形態別

にまき付けし，6カ月後に生育調査を行なった結果は表

－2のとおりで，大形のタネでは小形のものより，輩た

同一直径のタネでは細長い形態のものほど生育のよいこ

とが明らかにされている。

表－1タネの形態と重量

．
《

|最小~最大｜平均値
直径(mm)|
長さ(mm)

1009の粒数（個）

1粒の重量(9)

1.8Zの重量(kg) ４

５
３
０
８
・

２
２
３
１

一
一
一
一
一

３
５
０
３
２

１
１
２
．１

18

20

25

4

1．3

表－2タネの形態と苗木の生育状況（指数）

（黒木ら，1968より）

~瓢r曹長|蕊着蕊数|轆辰感｢蕊
小形(13～16）100100100100100100

中形(17～19）128123132115118194

大形(20～23）151148171119141232

変形(細長）132128141105100177

一‐

■

つぎにタネの採取に際しては,幼齢木よりはむしろ15

年生以上の壮齢木のクローネ上方部に結実したものが品

質，充実度，発芽率もよいので選択採取が可能な場合は

こうしたことを考慮すべきであろう。

クヌギのタネは虫害にかかりやすく，また採取しても

放置すれば乾燥しすぎて発芽力を失う。これとは逆に湿

気が多すぎると早期に発芽することもしばしば見うけら

れる。そのため秋から春童き付けまでタネの貯蔵を行な

う必要がある。この際童ずタネの選別をするが，採取後

比較的早くまき付けする場合は1～2日間水中に浸し殺

虫を行なってから陰干しする。このとき水面に浮くもの

■
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無性繁殖法の導入を行なう必要がある。

つぎ穂と台木：つぎ穂の採取時期は休眠期に固くて大

きい褐色系の充実した芽のついている前年枝を採取し，

つぎ木に使用する時期まで5.C前後の冷暗所または砂の

中に貯蔵する。前者の場合，無菌状態のオガクズを手で

握りしめて水滴が落ちない程度に湿気を保たせ，穂木の

間につめ込むようにしておく。一方台木は活着，つぎ木

部のゆ合および仕事のしやすさなどからすでに前年より

苗畑に定植されている，、2年生苗木を使用する。そし

て穂木ば台木の直径とほぼ同じかやや小さい程度のもの

のほうがつぎやすい。

つぎ木の位置：高つぎ法は病虫害に対する抵抗性を保

つことと作業能率が高いため果樹類で多く利用されてい

るが’クヌギについて台木の高さ別に切りつぎを実施し

た結果は表－31図－1で示したようにつぎ木位置が低

いほど活着率および活着後の新芽の伸びが大きかった。

表－3つぎ木位侭別の活着率と伸長量

灘 ’錬

り顎
旬

■ I

写真－1根切りを行なった床替苗

●
一

一

|25(cm)|'5(cm)
56．3

52．0

扇甫~倉杢2宣皇’ ”ｃ
戸
。
０

く

２
２

５
６
６

劾
四
く
に

活着

伸長

40.6

33.9

率

量

(％）

100-写真－2床替えの有無による根の相違

（左：無床替苗，右：床替苗）

上部の小さいものについてば1回床替え2年生としてか

ら山行苗にするのがよい。なおこうした苗木の養成にあ

たって佐多ら（1939）は上床式水田養苗法を用いると据

慨苗でも伸長は少なく肥大成長が盛んになり支根やひげ

根の発生量が増加して畑地の床がえ苗よりも優良苗が得
られ，根系の形態もよく山行後の活蒲率もよいという。
童た寺崎ら（1955）はタネの発芽処理として100ppmの

α一NAA液に4時間,6時間,12時間,24時間に分け

て種子を浸漬し，対照（無処理）と比較したところ支
根，ひげ根の発生は処理時間が長いほど多くなったが葉

径に及ぼす影響は根に対するよりも少なかったという。

これに対して発芽率，苗長は処理時間が長いと劣ること

を認めている。

（2）つぎ木とつぎ木苗

クヌギを薪炭林として利用していた時代にほもっぱら

月瞬更新に関する研究が進められていたが育苗技術につ

いて述べられたものはほとんど鍬られない。まして，つ

ぎ木やさし木となると皆無に近かった。しかし成長や形

質のすぐれた系統品種から優良な藺木を生産したり優良

木のクローンを増殖するためにはつぎ木をはじめとする

、
生
存
率 母樹3』

』

』

』

帥
帥
如
加

２
４
１

〃
〃
〃

、
、

ー

5 1525

台木の高さ(cm)

図－1母樹別つぎ木苗の2年後における生存率

そしてこれらのつぎ木苗木の翌年度における穂木部の

生存率は母樹によって台木の高さに左右されないものが

あったが，一般に高台木で枯損が多く，低台木で生存率

が高かった。

このように低つぎを行なったほうが種だの点で良好で

あり，実用的には低台木に対する作業能率の低下が考え

られるので，台木の高さは5～10cmが適当であろう。

つぎ木の時期：昭和47年春につぎ木の適期に関する

試験を行なったところ，適期はクローンにより開葉の股

盛期を中心として前後5日から15日の幅が認められた。

〃
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た程度で，翌年に掘り取り，調査したところ，さし付け

本数の50％が枯死したが，発根したもの39％，カルス

形成を認めたもの11％であった。発根したものは直根

はなく，むしろ側根を生じた。しかし,翌年度にIBA処

理’環状剥皮処理穂木部のポリ袋被覆処理などによるさ

し木試験をミスト装腫内で行なったが全く発根しなかっ

た。

（4）空中とり木苗

当年生萠芽枝および前年生枝を7月下旬に1cm幅に

環状剥皮し，これを水ごけで包み，この上からビニール

でおおい水分蒸散を防いだとり木について1カ月後に剥

皮部の調査を行なったところ，全処理本数の70％近く

がカルスを形成していたが発根の可能性を見いだしえな

かった。このため9月上旬に剥皮幅を4cmに広げ上記

の処理のほか,IBA100ppm液を含ませた水ごけ処理，

剥皮部にピニロウを塗りIBA100ppm液を含ませた水

ごけ処理を行なったところ，とり木枝の生存は前年生枝

に多く，ピニロウ処理の枝の生存は極端に少なかった。

また剥皮部における傷い組織による結合ほピニロウ処理

でほとんど承られなかった。しかし発根は本処理の未結

合枝にみられた程度であり，現在のところ実用性はほと

んど見いだされていない。

3．育林技術

（1）じかまき造林

クヌギ林では自然落下するタネがきわめて多いにもか

かわらず稚樹の生育を認めがたい。これは陽光不足，藩

床（地）にも関係するがむしろ野ねずぶや野鳥などによ

る食害や虫害による原因が大きいと考えられる。したが

ってじかまきを実行する場合は，あらかじめ林地の雑草

や小潅木などを除去しておかなければいったん発芽して

も稚樹は被圧され生育しにくい。そこでこうした地ごし

らえを行なったあとじかまき地点の土壌を30cm四方に

軽く耕し，1カ所に2～3粒まきつけてから種子の大き

さの2～3倍の深さに覆土する。こうした管理のできる

疎開したマツ林などでは適用される可能性はある。しか

し養苗の手間がかからず，自然淘汰きれた強いものが残

るなどの利点はあるが手入れと成林までの期間が長いな

どの欠点も認められる。

（2）植付造林

ここではとくにクヌギ人工林造成に必要と思われる技

術上の問題点の承にふれておく。

(i)適地

九州では阿蘇山の外輪，九重山系の高原地帯など標高

600m付近で成績のすぐれた林分が見うけられ，陽性の

樹種のため受光量の多い南面あるいは西緩傾斜面で生育

したがって活着率の確実性からいえば，最盛期を中心と

して前後5日程度に実行するのがよい。

つぎ木の仕方：台木の樹液流動が開始し，葉が開きは

じめた時期に，あらかじめ貯蔵されていた穂木を取り出

し，6～7cmの長さに切り取る。この際穂の部分に股低

2個の芽が含まれるようにして穂作りを行なう。穂は乾

燥させないように湿ったオガクズとまぜて容器に貯え

る。切りつぎの場合は図一2のように台木の切口をナイ

フで切りさげて穂木をこの部分に挿入する。ゆ合が十分

に行なわれていなければ，たとえ活着しても後日この部

分が異常に肥大したり，割れたり，風で折損したりす

る。なおつぎ木方法として腹つぎ，わりつぎ，袋つぎな

どを実施したが切りつぎもしくはわりつぎが事業的によ

いといえよう。

つぎ終えたらビニールテープで両者を固定する。そし

てこの部分と穂の上端につぎろうを塗り水分蒸散を防ぐ

とともに台木の中央付近までポリ袋で鮨おい水分の飛散

を防ぐようにする。

●

●
一

計信一
8mm

袋

『｢『

フフフフアア／／／／／

図－2つぎ木の仕方（切りつぎ）

つぎ木後の管理：つぎ木後1カ月程度して活着が確認

されたらポリ袋を除去し，その後成長経過を観察しなが

らつぎ木後2カ月目ころにビニールテープの巻直しを行

ない，さらに1カ月程度経過してからこれを取り除く。

夏季には台木の萠芽枝を剪定除去するとか新芽の整理

を行なうとともにボルドー液その他の薬剤散布により病

虫害防除を行なうが，クヌギの場合の害虫としてはキマ

ダラコウモリ，ミノムシ，コガネムシの駆除ができれば

よい。

（3）さし木苗

クヌギのさし木については蓑だ試験結果が少なく，そ

の技術はまだ確立していない。ここではクヌギさし木試

験結果の一端を述べておく。すなわち，新薬の一部が開

いた5月下旬に2年生苗の幹を20cmの長さに切って穂

作りし，直ちにさしつげた。さし床，瀧水などはとくに

考職せずに，さしつけ後はヨシズにより日おいを行なっ

＝

へ

虹

〃
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表－4施肥と台切り*'による成長と樹形

（植栽後6年目の結果）

がよく，北向や急峻地は造林地としてよくない。しかし

適潤性で深い土壌の沢の合流箇所をはじめ，平衡斜面や

上昇斜面の尾根にいたるやや乾燥地もよく，過湿でなけ

れば平坦地も悪くないが，尾根筋の風価地と同様成長量

はやや低下するようである。

このように土壊型では弱乾性褐色森林土壌(Bc型）

から乾燥気味の適潤性褐色森林土壌(BD(d)型),さらに

黒色火山灰土壌ではBJd型が適地といえる。

(ii)植栽と本数

械付けに先立って造林予定地の地ごしらえを行なう

が，クヌギ林では原野や雑木林の皆伐跡地でも筋刈地ご

しらえより全刈地ごしらえの方がよい。植付けの適期は

苗木の開葉までがよく，2月下旬から3月中旬にかけて

行なうが,寒冷地帯ではやや遅くてもよい。また10月下

旬から11月にかけて苗木の生育が停止し，葉が黄褐色

に変色したころに植え付けることもある。さらに多雪地

方では，この時期に1度掘り取り，造林地近辺に仮植し

ておいて2月ごろ植え付けたり，1年生すえ置苗では冬

季に1度苗を掘り取り，幹の先端部と主根を切りつめて

から約1カ月仮植し，白根が生じてから山出しして雪害

による枯損を防ぐ方法もある。植付けは苗木の根を乾燥

させないようにして深めに植えれば活着もよく，枯損も

少ない。つぎ木苗の場合はとくにこの点に注意を払うべ

きであろう。

つぎに植栽本数であるが，これまで薪炭林としてはヘ

クタール当たり3,000本植えが多かったが，シイタケ原

木林として造成するには4,000本前後の密度で植栽し，

枝張りを小さくさせるのがよい。クヌギ林では萌芽更新

を行なうと欠損株がでることはよく翠られるし，植付け

から疎植を行なって萠芽林とするのは造林費の軽減をは

かることはできるが下刈り，樹形，成長などの点からは

プラスとはならないようである。

(iii)台切り

薪炭林における台切りは，あくまで萌芽林施業を前提

として，植付け後3～6年目に地上2～3cmの幹を切除

し，早期に優良萠芽木の発生を期待している。このたあ

植付密度も一般造林木よりも少なくなっている。したが

って同一林分で植栽放置木と数年後に台切りを行なった

萠芽木との比較（柳谷ほか，1966）を林分としてゑると

萠芽林では材積成長は本数が増加するため多くなる。し

かし単木当たりの成長は植付け年をスタートとして比較

すると初伐における収穫量はほとんど変わらない。しか

もこうした初期の台切りにおける樹齢と成立本数との比

較では樹齢が低いほど萠芽本数が多く，しかも同一樹齢

では直径の太いものほど本数は多くなっている。だから

型*2（％）

リ|m
35.75.4

50.013.5

52.815.1

50.022.5

樹
９
５
１
５

１
弱
妬
漣
”

根元直径

(cm)

7．6

7．0

5．8

4．8

高
ｍ
ａ
８
秘
ａ

｜
岬
唖
罪
細

樹
に

｢

’

‐
切
切
切
切

今
ロ
〈
口

無
台
無
台

１
１
肥
肥
施
蝿

（注）＊1．台切りは植栽1年後に実施したもの

*2.1;樹幹が通直で伸びのよいもの

I:樹幹が不良で偏面樹冠を示すもの

lll:枝張りが大きく芯の通っていないもの

原木林施業という視野に立って第1回の伐採を植栽木の

霞ま行なう場合には台切りの効果はなく俵－4),しい

て利用できるのは幹に分岐が承られ，芯の通っていない

幼樹に対しての承萠芽木を1本仕立てさせて回復をはか

るべきであろう。台切りを実施するには成長休止期にあ

たる冬季間が最適である。また萠芽力と伐採高との関係

については低い方がよいので地上2～3cmで切るように

する。

(iv)施肥

林地施肥は地力維持をほじめ成長促進をねらいとして

多くの林木で行なわれているがクヌギについては適正施

肥燈，施肥時期など具体的な試験成果をうるまでに至っ

ていない。しかし広葉樹についても針葉樹以上に施肥効
果が認められており，植栽後2年目から年1回N:P:

K-2:1:1で1本当たり50g施肥し,6年目から

19に増量した結果が表-4に示されたものである。

3回くり返しによる本調査でも施肥効果健明らかで，こ

うした事例は各地でぷられる。

(v)管理

クヌギは陽性の樹種であるため，被圧されたり日陰下

では生育が悪い。このため新11軸では2～3年間下刈り

を欠かさぬよう行なう必要があり，とくに雑草の繁茂し

やすい林地では6月から8月にかけて最低2回実施する

のがよい。また管理上の問題として案外実行されていな

いものに枝打ちがある。すなわち植付け後5年目に下方

枝の枝打ちと主幹の手入れを実施するとともに，つぎ木

苗については台木からの萌芽枝を整理することも忘れて

はならない。

（3）誘導造林

これまで雑木林は用材林への林種転換を中心に考えて

きたが，適地適木の本筋からいえば地域によって有用広

一

季
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葉樹林への誘導が望ましい。このような場合，林内に生

育している樹種の混交度によって保存木ないしは二段林

として原木林に仕立てる。今日な溌残されている低林に

は薪炭用の萠芽更新による林分も多く，したがって生育

状態を異にした過密林分となり，手入れもないままに生

産力を低下している。こうした林分内にクヌギ，コブ‐

ラ,､シデなどの原木用樹種があれば，他の不要樹種を伐

採し，疎開部に必要とする苗木を補植して単純林とする

のも一方法であろう。

4．萠芽更新

原木林の育成方法としてこれまで植付けによる育林技

術について述べてきた。ところがクヌギではこの成木を

伐採したあとは萠芽力を利用して萠芽林分を育成し，こ

うした林分が数代継続することになる。ただ東北地方で

承られるように，植付け後数年で台切りを行ない最初か

ら萠芽林分とするものもある。これらの施業法における

長短はともかくとして，ここでは植付け後の主伐を成木

時に行ない，2代目を萠芽更新とする場合について述べ

る。

伐採時期･伐採時期と萠芽に関する研究は更新のうえ

からきわあて重要であるが，原木林として利用するには

シイタケ種菌の接種との関係から’0月から’2月に限

定される。しかし，この時期は成長停止期間であり，萠

芽力を減退させることもないので好都合といえる。

伐期齢：原木林の伐期齢は台木の萠芽力と直径，さら

にシイタケ発生に適した樹齢が関係する。したがって胸

高直径10～'20cmの原木はシイタケの発生量と採材率が

大きく（温水ら，1964)，また萠芽力は樹齢の低いほど

強い（柳谷ら，1966)。しかも胸高直径に対する林齢は

東北地方では図－3よりやや劣るがほとんど変わらない

ので，一般に15～20年程度で伐採できる。な鈴萌芽更

新による2回目以降の伐期齢は植栽木より成長が旺盛な

ため短くなるのが普通である。

伐採高：通常伐採木の利用部分が多くなるように低く

切るが萌芽の性状を考えると地上高を5cmあまり残す

ようにする。なぜなら伐採位腫を高くすれば萠芽数ほ多

くなるが2代目に必要な萠芽数は1本か2本であり，し

かも3代目の伐採時のことを考えるとさらにその位置が

高くなる。また逆に地際すれすれに伐採すると樹皮が厚

く，雑草に被圧されたり株萠芽の発生が妨げられるから

である。

萠芽整理：成長停止期に伐採したクヌギの萠芽が出そ

ろうのは4月中旬ないし5月上旬であるが，同一株から

萠芽したものでは早く出た芽が丈夫でその後の成長も順

調である。また垂直に2本の萠芽が出た場合は下方のも

／看ず

０
０
２
１

胸
高
直
径
団

OoI

O

〆且~へ0。

〆

シ〆．

可

30201(）

林齢（年）

20
〆

。O

し

’

、
１
Ｊ

樹
嵩
ｍｌ

二

”
10

ﾆンー
’
十
別10 30

林齢（年）

図－3熊本地方のクヌギの成長垂

のがあとに優勢となる。一般に幹部から出るものは株萠

芽といい，一部に根部からの根萠芽もある。これは伐採

高が低いときや老齢株に學られやすい。このように一つ

の株からの萠芽数は常に複数となり’老齢株ほど多い傾

向がある。しかし健全な萠芽を生育させるには’数本に

整理する必要がある。密植造林を行なった林分では萠芽

数を1本とするようにし，株の枯死や被圧状態のものが

現われた際の象空間を作らないたいに萠芽本数を2本仕

立てにする。このような考えから伐採後の萠芽数は2本

程度として2年目ごろに不要のものを整理する。しかし

疎械林分では2本以上仕立てることが大切で，この場合

は育成に注意を払わねば萠芽本数を初期の希望だけ仕立

てられないことも起こるので注意する必要がある。

林分成長鼠：成長鉦は気候，地形，立地条件，植栽密

度などによって異なるので，地方によって多少の違いを

生じるが，い堂柳谷（1966）が示している萌芽林の成長

没を表－5に掲げた。これによると連年成長の最高は10

年でこれ以後は下降している。同様に平均成長量は'2～

16年となっており，これらの交差する14年を伐期とす

れば幹材積は:98m8となる。

5．保護

（1）虫害

垂
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影響は少ない。なおギマダラコウモリの成虫（蛾）発生

は8～9月で雌は3,000～5,000粒の卵を地而に生承お

とす。翌春ふ化した幼虫は草本類のやわらかい茎部に穿

入して加害する。やがてこれらが樹木に移動し，樹幹に

穿入する。穿入孔は股初水平に穿たれるのが普通でその

後幹の長軸に沿って上下に分かれ，孔口の近くで蝋化す

る。糞塊を幹に付着させるので侵入口は明らかである。

防除法は被害の激しい林分で肱植栽後あるいは8～9月

ころに被害木に有機リン系の農薬をスポット処理するか

樹幹にライムを塗るとともに下草類を刈りとるようにす

る。カミキリ類の幼虫で立木に侵入するものは伐採後の

新しいほだ木にもゑられ，成虫の発生は一般に5～7月

蓑でで，この期間に有機リン系薬剤を散布する。これら

と同様にキクイムシなども玉切り後穿入するが，同じよ

うに薬剤駆除ができる。これらの他にクワガタムシ，ゴ

ミムシダマシ，ザイノタマバエなども幹に孔をあけて侵

入し樹皮を浮き上がらせて剥離の原因となる。

（2）気象害

クヌギを寒冷地帯に植栽した際，冬期の低温による被

害が承られる。すなわちその一つが樹幹の凍裂であっ

て，気温が氷点以下に急激に低下すると樹皮ば直ちに収

縮するが材の内部では温度が高く，このため樹皮ほど早

く収縮することができずに樹幹に裂け目を生ずることが

ある。これらは冷えた日の夜半から朝までに起こる場合

が多いといわれている。凍害や霜害は植栽する場所や生

育状態と密接な関係をもつので，幼樹では枯死の原因と

なる。

6．育種

（1）育種の目標と方法

一般にクヌギ林ではスギ林やヒノキ林ほど均一な林分

構造を示さない。これは樹種の特徴や造林技術の未熟さ

などに関係するほか薪炭林として遺伝的な改良を加えな

い苗木を用いて植栽され，さらに萠芽更新をくり返して

きたためであって，遺伝的変異の広い雑種集団を維持し

ていることによるとも考えられる。したがって育種によ

って成長や品質の改善をはかることに可能性が蕊とめら

れる。現在，クヌギはシイタケ原木として広く用いられ

ているが，こうした傾向は将来も続くものと考えられる

ので，シイタケ原木を目標とした育種をすすめる必要が

あろう。しかしどのような形質が子実体の発生に関与す

るのか明確にされていないため，とりあえず単位面積当

たりのクヌギの材戟を増加させることにし，将来は原木

の単位材積当たりから発生するシイタケ生産量を増大さ

せるための育種を行なわねばならない。こうした理由か

ら現在，クヌギの育種でわたくしたちが実施しているの

表－5宮城・岩手県南地方クヌギ萠芽林の収礎髄

（柳谷ら，1966）
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立木や伐倒後比較的短期間に加害するもののうちおも

な種類をあげるとつぎのようである。

立木を加害するもの

鱗翅目コウモリガ科．．････コウモリガ，キ､マダラコ

ウモリ

鞘翅目カミキリムシ科…･キイロトラカミキリ，ゴ

マフカミキリ，ミドリカ

ミキリ，三ツホシハナカ

ミキリ

キクイムシ科……ハンノキキクイムシ

ナガキクイムシ科・･ヤチダモノナガキクイム

シ

ほだ木を加害するもの

鞘翅目ゴミムシダマシ科･キマワリ，ユミアシゴミ

ムシダマシ，ヨッコプゴ

ミムシダマシ

クワガタムシ科…･チビクワガタムシ

コメツキダマシ科・･オニコメツキダマシ

革翅目ハサミムシ科･…クヌギノハサミムシ

双翅目タマバエ科……・ザイノタマバエ

以上列記した害虫のうちでコウモリガあるいはキマダ

ラコウモリガのように樹幹の一部あるいは幹の周囲を食

害して，材の内部に穿入するものでは材の組織を傷つけ

るとともに立木を立ち枯らせたり，枯死させたりするこ

とが多いが，軽度の食害では害虫とはいえ原木に対する

一

●

『
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2）形質のすぐれていること。優良木周辺の林木を観

察して次表の各事項の評価指数が他の木よりも多いこ

と。すなわち完全に通直な幹を有して分岐性もなく，枝

下高のとくに高いものでは評価指数9となる。

|輔英窃選抜｜
↓

|も謀を慨’
クローンjM殖

(つ営木・さし木）

’

運 魁 悪電輌通瞳性幹の分岐陸｜校下満
3完全に通直分岐なく，芯の通っているとくに

もの 高い

2通直性がよクローネの中央部より上で高い
い分岐し芯の通っているもの

1普通クローネの中央部以下で分普通
岐し芯の通っているもの

極圓｜｜採 (#礫用穂木）(ﾘ礫服タネ）

I

|鰯｡嘗ﾝ鳶卜)’
次代検定

(劣悪クローン除外）
9

率
Ｉ

軍
‐

ざ

(蜂Wﾀﾈ)(ﾘ郷樋
｜

｜造林’

水）

3）その他

i)自然落枝性のよいこと

ii)病虫害などの被害がないこと

iii)凍裂，割裂がないこと

（3）シイタケの発生に関与する原木条件

材質：材の硬さは成長率とも関係するがほだ木の寿命

とも関係するので単位容積当たりの重量の大きいものが

よい。

心材率：心材は樹齢の増加につれて増すが，この部分

には樹脂，タンニンなどが多くシイタケ菌糸の発育阻害

をもたらす。したがって心材部の少ないものがよい。

樹皮厚：幹の直径が大きくなると樹皮も厚くなる。樹

皮が薄く，平滑なものは乾燥に弱く剥離しやすいためほ

だ木の寿命が短く，しかもキノコは肉薄となる。しかし

発生は早い。これに対して樹皮の厚いものは逆の結果を

生じることになる。また尾根筋や西日を受けたり直射日

光にさらされたりしている孤立木や林縁木の樹皮は硬く

好まれない。

樹齢：キノコの発生量と採材率の関係から10～20年

生のものが好まれる。

あとがき

昔からシイタケ栽培は1に原木,2に伏込象,3にキノ

コ採取といわれるほど原木の吟味が重要視されていた。

ところが有用広葉樹の減少とシイタケの生産増加という

アンバランスな現象が起こり，その結果シイタケの主産

地では原木の高鵬がゑられるとともに造林意欲が高まっ

ている。しかし，これまで原木林としての施業目的をも

ったクヌギ林はほとんど造成されておらず，それだけに

植栽本数や施肥の問題，さらに品種改良などについては

むしろこれからというところであり，現状はこれらの試

験が軌道上を動き始めた程度である。したがって各所に

書き足りない点も多盈承られるが，これらについては今

後に譲ることとした。本稿がクヌギ林造成を計画されて

いる方点にとって何らかの参考になれば幸いである。

Ｑ
一

図－4クヌギの一般的な育種方法

はスギ，ヒノキなどの主要樹種でとられている非系統選

抜蝶団選抜）による育種方式のうちの採種園方式を採

用している。さらにクヌギでは植栽木の伐採後は数代に

わたって萌芽更新をくり返すことから，選抜効果の点で

採種園方式に劣らない採穂園方式も実行できるように考
えている。

（2）優良個体の選抜基準

優良個体の選定基準として公的に認められたものはな

いが’とりあえず単位面積当たりの材積増加を目標とし

て幹の通直性，分岐性などを考慮に入れて選定してい
る。

選抜；まず林分の概況調査を行なった後，実生造林地

あるいは萠芽更新による一斉林より，，林分の面積が,0

アールまたは'00本以上の立木があることと林分平均胸

高直径が8cm以上で伐期に近いものを対象とする。た

だし林分中にあるつぎの林木はあらかじめ調査木から除

外する。

’）極端なあばれ木

2）劣勢木または被圧木

3）明らかに樹齢を異にするもの

4）林縁木

5）異樹種と承られるもの

選抜要領：予備調査ののち，選抜しようとする優良個

体を中心に半径10m内の同一条件下にあるクヌギにつ

いて胸高直径,樹高，立木配置，クローネなど毎木調査

を行なう。この場合，優良個体の条件として

’）成長の速いこと。成長の速さを判定するため周囲

木の平均高および平均材稜の大きさを比較し，樹高では

周囲比較木の平均値より大きいこと。材稜では周囲比較

木の平均値より20％以上大きいこと。ただし形質がと

くに優れているものについては優良個体候補木の材積が

周囲比較木の平均値より大きければさしつかえない。

一
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しい森林政策を据えて，これらとの関連で各種の具体策

を練るべきだと考える。このためには，林業技術者にお

いても大胆な発想の転換と，勇気ある決断が必要とされ

るのである。そしてわれわれが国土の改造における環境

保全対策の先兵として行動する時，必ずや国民の共感と

激励を受けるであろうことを確信するものである。

-会員ﾀ2広場

環境保全と

林業技術者について
2．わが国の環境問題の現段階

5月26日閣議了承された環境庁初の「46年度公害の現

状に関する年次報告」と「47年度に講じようとする公害

防止に関する施策」は，従来局地的であった公害が，爆

発的に悪化し,PCB汚染をはじめ，大気汚染，水質汚

濁の被害が全国的に広がり，国民の一人一人の生活に脅

威を与えはじめているため，報告の通称を「公害白書」

からより広い意味をもつ「環境白書」に変えられた｡(毎

日新聞47年5月26日）

この白書によれ賎まず国民の生活を脅かす環境汚染

が，日本のすゑずゑにまで及んだため，反公害の住民運

動が必要であるという意識の昂揚を高く評価するととも

に，国際的にも地球全体の環境を守ろうとする世論が生

まれたことを指摘している。

わが国の環境破壊による社会的損失および公害対策費

用の累計は，45年度には約1兆5千億門に及んでいる。

これに現在では計量できない人為の健康，生命への被害

を含めるとその損失はいっそう膨大な額に達する。

このように，わが国の環境問題は爆発的様相を呈しは

じめたが，その根本的原因は「拡大をつづける日本経済

のなかで，生活環境関連の社会資本が著しく乏しく，こ

の両者の間に大きなアンバランスが生じたことにある｡」

そしてこの背景には次の3点がある。

①わが国の経済社会が過密限界に近づいたこと

例わが国の平地の単位面溌当たりGNPはアメリカ

に比べ11．3倍（45年)，自動車保有台数，8倍（44年）

エネルギー消費量7．4倍（44年）である。

（注）平地面積アメリカ6億1,208万ha

日本1,160万ha

②環境資源多消費型産業の生産の伸びが著しいわが

国の産業描造

例生産活動に伴って資源を大量に使い，汚染物質を

排出する電力，鉄鋼，パルプ，化学工業などが，全産業

に占める割合が大きい。

③国民の消費パターンの変化

例人口は一定していても，大量生産一大量消費一大

量廃棄一ゴミの激増。

』，

おざきかつゆき

尾崎克幸

(国土防災技術K.K.社長）炉
《

1．はじめに

わが国の森林を主体とした自然環境を保謹，育成，管

理し，国民の必要とする水源と林産物を確保してきたも

の，将来も確保すべき責務を負っているものは，林業技

術者である。

すべての技#I猪の中で，緑の国士を保全するために，

その生涯を賭けてきたもの，将来もまたそうであるもの

は，林業技術者以外にない。

しかるに昨年来，各種マスコミを先頭として国民の

「声」や環境庁までが，林業技術者の代表的な集団であ

り，かつわが国森林行政の総元締めである林野庁が，自

然環境破壊の張本人である，と公然と非雌しはじめた。

たとえば昭和47年5月27日，奈良市県文化会館におい

て，全国の民間自然保謹団体の代表約300名が参加する

第2回「自然保護のつどい」が開かれたが，その席上各

代表は「林野庁の無神経な国有林の乱伐」を激しく非難

し，「独立採算制で，森林伐採を進める同庁の営利本位

の姿勢を，抜本的に改めるよう」訴えた。またある県の

「自然を守る会」は，「林野庁の抜本解組を政府に要求

する」ことを提案し，採択されたとのことである。

このようないろいろな角度からの指摘の中には卒直に

頭を下げねばならない特殊事例があったとは聞いている

が，山地，平野，海岸を問わず戦中戦後の乱伐によって

荒廃した山野を緑ゆたかな今日の姿に復興させたのは，

林野庁および全国各県の林業技術者であり，また民間の

林業者でなくてだれであったろうか。静かに考えをめぐ

らせば，国民のだれもが理解されることと思う。

ところで，現在わが国の環境問題の状態は，生やさし

い段階ではない。政府も国民も当面するこの問題を克服

しながら，しかも適正なる社会経済の発展を期さなけれ

ばならない竿頭に立っている。

わたくしはこの機会にこそ，国の基本政策の基盤に新

＝
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に密着した生活環境を， ､土木的手法によっ爆発的なモータリゼーションによる，暮らしの環境破

壊。

レジャー活動による自然環境の破壊。

したがって，いまや環境問題の出発点は「環境汚染を

克服しなければ，人類を含むすべての生物の運命は危機

にあるという認識」であって，これから必要な環境対策

は「限られた国土と，大気，水，森林等の限られた環境

資源を，いかに保全しながら発展を図って行くか」とい

う新しい段階にある。

すなわち，国民の要求しているものは「健全な国土利

用のビジョンであり，環境保全の制御システムを取入れ

た経済機構であり，各種の無公害技術の開発」である。

以上のように「白書」は，わが国の環境問題が，飛鰯

的に危険な段階に近づきつつあることを警告し，この際

あらゆる部門において指導的思想（発想）の転換と，抜

本的な対策が要求されることを卒直に表明している。

この時点において，われわれ林業技術者はいかなる基

本理念をもって進むべきか。

樹林と正し､

て，安全に快適にするような施策を実現せればならな

い。すなわち治山砂防事業，緑化事業ならびに保健，休

養，観光事業，環境保全立地計画等である。

このような基本理念に塗づいてわれわれは1970年代

に何をなすべきか。

昭和60年を目途とするわが国発展のビジョンは，田

中総理の「日本列島改造論」に集約されている。「生き

甲斐のある生活環境のもとで，豊かな暮らしができる日

本社会の建設」を念願としたこの「改造論」は，たしか

にすぐれた発想である。われわれはこの構想の実行段階

において，上記の基本理念からして次のような新しい林

業政策を要望する。そして次の各項の実現があってはじ

めて，画竜点晴であると考える。

①災害防止のため危険地域における諸施設の治山砂

防工事を義務づけること

「改造論」によれば，過疎，過密の解消のために，工

業を地域開発の起爆剤として用い，工業再配置を全国的

視野で推進することを中核的な政策として，このために

は全国に新幹線鉄道網，高速自動車道のネットワークを

形成し，大都市の再開発と25万地方中核都市づくりな

どがあげられている。この場合，森林または緑地のなか

の無公害工場団地がうたわれているが，これらの人間居

住用地と，列島内の動脈となる道路，鉄道用地は，程度

の差こそあれ現在の山地，森林地帯に侵入せざるをえな

い日本列島の狭さである。それに加えて地盤の脆弱さで

ある。したがって林野庁はあらかじめ危険な山林地帯の

指定を行なうこと。そして国有林民有林にかかわらず施

工者がこの危険地帯を通過または使用する施設を計画す

る場合には，営林局または府県林務部課と十分協議する

こととし，これと関連して施工者には必要な治山砂防工

事を義務づけるよう，法律を改正する必要がある。そう

でなければ，現在程度の開発規模でさえ，雨に弱い日本

列島はまさに崩壊に頻するであろう。

もちろん，これらに先立って，現在ある危険地帯の点

検，調査，対策はこの際別個に，早急に実施せねばなら

ない。

②地域を定めて環境保全のための植樹を義務づける

こと

都市内の工場または学校などの移転政策によって移転

した跡地，残存する工場，学校または住宅用地のなかの

空地，既存および新設の道路と鉄道沿線，飛行場周辺,

河川敷，都市内空地等共樹木を植えることのできる余地

を勘案し，あらかじめ地域を指定して，この地域におい

ロ

屯
二

3．環境保全を中心とした林業政策

ここで環境保全とは，人間の生活環境の保全と，自然

環境の保全をいう。

さて，従来から林業技術者が最もかかわり合いの深い

のは自然環境の保全であった。しかし「極端にいえば全

国が災害列島といえるかも知れない」わが国の現状にお

いては，国民の生活環境の保全についても，林業技術者

に対する国民の期待は大きくなりつつあると確信するの

である。

そこで環境保全に対する林業技術者の基本理念として

地域別に次の3点をあげたい。

まず第1に，いわゆる「経済林」地域においては，国

民の必要とする林産物と国民の生活に不可決の水や酸素

を生産し供給せねばならない。そのためには永久にそれ

らを生んでくれる森林生態系を維持しなければならな

い。すなわち国有林，民有林を問わず，その目的とする

有用樹木を主体とした良好な自然環境一森林一を保全す

るような各種施業を実施せねばならない。（適地，適木，

適施業）

第2に，林産物の生産に不適または不可能である山

岳，湿原，砂漠等の地域においては，その自然環境の保

全に努めるとともに，極力これらの活用を図らねばなら

ない。すなわち治山砂防事業，観光事業，砂ばくの緑化

事業等がその主体となる。

第3に，人間の住む場所，移動する場所等すべて人間

一
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ては国の補助を前提とした植樹を義務づけるよう，法律

または条令を新設すること。

大気汚染，騒音等の公害を防止し，保健と休養の場を

提供するため，極力樹林を育成することはすなわち国民

の生活環境を守ることであって，今後この方面への林業

技術者の菰極的な参加が望まれる。

③林野庁に防災部を新設し，森林に関する環境保全

行政を総括すること

いまやわが国の森林に対する国民の要請は水源滴養，

土砂汗止，保健休養，風致等の公益的機能に重点が移行

しつつあることは明瞭である。そして本年などは特に，

国民の目はいやでもたび重なる災害の方に向けられてい

る。

毎日新聞は7月14日の社説で「日本列島は余りにも雨

に弱すぎる。異常気象には防ぐ手だてはなく，あきらめ

ろとでもいうのであろうか」「治水の当面の責任者であ

る建設省は，記録的な豪雨におそわれては，山が崩れる

のも当然だという自然災害説をとっているが，果たして

そうなのか」「何度災害にあえば，治水対策は確立する

のであろうか」と，怒りをぶち童けている。

この社説でも気になるのは，林業関係者は「現場付近

の乱伐」をやり「治水の当面の責任者である建設省」が

山くづれ等の責任者であるかのような書きかたである。

われわれは本来，山くずれ，地すべり等の災害の根源的

原因は上方の山地にあると考えるので，これを所管する

林野庁がまず真先に原因を究明し，対策を総合的に樹立

せねばならないと考えるのである。

現在，建設省には河川局防災課があり，農地局には建

設部防災課がある。したがって，国土保全の根源的責任

を負うべき林野庁には，保安林，治山，林道，保健休菱

林等を含む防災部一国士保全部または環境保全部一を早

急に設置すべきであると考える。

④林野関係予算はすべて国の一般会計から支出し，

国有林からの林産物の売却代金は，国有林特別会計を廃

止して,国庫に納入するよう会計の仕組承を改めること

国有林では,それが現在第2種林地すなわち｢経済林」

であろうが，霞た第1種第3種除地のように「公益林」

であろうが，すべて環境保全のための配慮のもとに施薬

されねばならない。また民有林においても事情は全く同

様であって，国で買上げの対象となっている各種保安林

はいうまでもなく，経済性の追求を目的として経営され

る各地の著名なる林業地の「経済林」でも，「経済性追

及の過程で一般に公益的機能が具現されているのであっ

て，林業と自然環境の保全とは，元来が調和の上に立ち

相互が両立し得るものである｡」

こう考えれば，国有林および民有林に関する林政の主

務官庁である林野庁の予算はすべて一般会計でまかなわ

れるべしとの主張が当然である。

大島卓司氏はその箸「日本林業への提言」において

「元来国有林地の実態からして，国有林野は明らかに企

業としては成りたちがたい対象を大量に抱えこんでいる

のであって，特別会計で独立採算を考えるべき性質のも

のではない」と提言されておられる。また一方「独立採

算」というたて前をとるかぎり，実態を知らない国民は

「職員の給与をまかなうための国有林の乱伐が，山津波

や土石流の原因」であるという感をますます深めること

となり，林野庁への批判がつのるばかりであろうことを

恐れるものである。

このことに関して木村晴吉氏は，47年新春「国有林の

今後の経営方針としては，国土の保全と森林の公益性の

高揚を第1義とする趣旨を明確に打出すべきであろう。

そしてこの方針に従って，是正すべき点は英断をもって

是正して貰いたい」と主張しておられるが，全く同感で

ある。

⑤林業試験場は，刻煮生起する現実問題に密着した

試験研究と指導を実施すべきこと

たとえば現在当面する環境保全に関する問題で，われ

われがよく聞かれることは

イ）森林の生産する酸素による大気浄化能力

F')CO,CO2,等の大気汚染に対する森林または林帯

の浄化能カ

ハ）森林の洪水調節能力または水源演養能カ

ニ）森林の土砂汗止能力鑿たは崩壊防止能カ

ホ）森林の飛砂防止，防潮，防風，防音，防霧，防雪

能力

へ）山くずれ，地すべりの防止方法

等である。これらの問題に対し，現在おおむねこれくら

いと答えられるにしても，現場実験等を積承重ねること

によって，いっそう具体的な数字が必要である。

また各地の災害現場と直結した試験研究ならびに指導

は，各地の林業技術者の切望しているところである。

写

禺
一

一

■

4．おわりに

「環境白番｣_が出た機会に，環境保全を中心とした林

業政策について，従来諸先輩のご意見を拝聴したり，読

んだりして自分なりに感じていたことをとりまとめたの

が本稿である｡．

日本列島の未来像を端的に指さし，著渚である田中総
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理自ら，この方策により流れを転換しようとしているむしろその発想を尊敬するものである。しかし，環境保

「日本列島改造論」においてさえ，インダストリアルパ全と森林の密接不離の関係が，従来一般の人燕にPRさ

－ク建設の必要性は説かれているが，それに付随する各れなかった，またはPR不足であったことをまことに残

種施設による森林の破壊と，その保全対策については指念に思う。

摘がなく，治水の重要性は強調されているが治山砂防は今や環境問題と国土開発の問題は，ますます重要性を

忘れられているようであり，昭和60年の膨大な水需要加え，国民にとってはこの調和的解決が焦眉の急となろ

をまかなうためには水源の先行開発（ダム）の整備をすうとしている。

すめねばならないとしているが，森林の水源酒養機能はわたくしはこの問題に関する専門技術者は林業技術者

必ずしも重視されておられないようである。であり，その調和的解決は新しい林業政策または森林政

わたくしは「改造論」をただ批判するものではない。策をおいてほかにないと考えるものである。
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＝ 畳
■

林 業関係文献の複写サービスについて五言

及

■

各支場調査室ならびに各公立林試にも届いて己
＝

い ます。皇

4複写部数皇
r

1部とします。二
■

5．所蔵雑誌の問合わせ＝p

このことについては，上記調査部資料室ま言

たは各支場調査室に願います。で

6．複写と発送里
＝

上記調査部資料室で申込承内容の点検と複些

写現物の確認の終わったものについて，同室き
い

の指導のもとに，当協会文献複写係(同室内言
に設置)は，複写と発送業務を担当します。言
7．複写単価言

コピー1枚35円（用紙の大きさA5,B44
ミ

の2種，単価は両者とも同一）皇
菅

8 ．送料＝
■

申込承者が実費を負担。＝
E

9．経費の支払い 砥

毎月末に，当協会から，その月の分につい看

て,見積，請求書を届けますから，それにし量
＝卜

たがって，下記あて支払ってください。、
〃

量支 払い先■
＝b

日本林業技術協会量
言

（讓暴澪饗塁錨像支喜）豊
富=

なお，300円以下の場合は郵便切手でも結邑
＝

櫛 です。塁

丘

鳥最近，林業関係文献の複写利用についての要
畠望が，公立林試を中心に会員のあいだで強まつ

庁ています。

重当協会では，林業試験研究推進を援助する趣
＝

冒旨から，国立林試と連携をとりながら，この要

呈望に応じていくことを検討し，国立林試の理解
、

言と指導のもとに，目黒本場に所蔵されている資
長料を公開していただくことになり，昨年5月か

扇ら，まず最初に，おもに公立林試を対象に文献

亘複写サービスを実施してきました。
＝

写実施開始後，約1年半を経過し，業務の処理

皇もようやく軌道にのりはじめましたので，ここ

畠に刷用要倒を広告し,このｻーピｽが広く
畠活用されるようおすすめします。

i
＝

、 利用要領

譽1．複写の範囲

号国立林業試験場本場に所蔵されている資料
皇2．申込み先
亙

畠国立林業試験場調査部資料室
東京都目黒区下目黒5-37ー21ユ

臼 電話03-711-5171内線246

g3．申込承
＝

皇上記調査部資料室に準備している用紙（ま
〃

三たはそれと同じ様式のもの）を用い，所定の
巳

言事項を記入してください。
＝

夏なお，この用紙のサンプルは，国立林試の
艮
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二

言 に不連続な数字板で示す方式のものがデジタル時計で言
冒デジタルとアナログ(Digital,Analog):jZ.nrWXZLES;XZyZf&KE;"W==す。ついでに計算尺はアナ戸グ計算機，そろばんは原壹＝

皇計算機の発達,普及とともに,ヂジﾀﾙ計算機,ア始的なデジﾀﾙ計算機というわけです。皇
二

三ナログ計算機といった分類語がよく使われるようにな最近の大型電子計算機は，ほとんど全部が電流の三
三

豆

言ってきましたし，アナログ時計などといった新商品がON,O画孑といったような断続的な符号の組み合わせ言
＝ ＝

言登場しています。によって離散的な数値や演算記号を表わして複雑な計言
Zdigitとは"数字"という意味がある言葉ですが,最算や論理判断を行なう仕組承になっていますから，デミ
ニ ー

ミ近ではとくに1とか123とかいった離散的な数字まジタル電子計算機が今日の主流です。アナログ計算機三
三

＝

言たは数値をさすことが多く，これに対してanalogには,圧力計,電力計などのように生産現場のオートメー三
＝ ＝

言は，類似，相似という本来の意味から，温度や圧力なション機器の分野では広汎に活用されていますが，ア言
呂＝ 二一

菫駕篭灘鰹雛鱸噌鱸駕蕊:捧禦駕麓需勢駕熱墓
三 ＝

三るようになっています。がもっているような精密な計算能力や判断能力をもた三
三 言

冒時計は時間の経過を測る一種の計算機ですが,それせるようにするにはばくだいな製作ｺｽﾄがかかるそ言
冒を連続変化する針の回転角で示す普通の時計はアチロうです｡アナ厚グとデジタルの両方の機織を合わせ組言
三

ミグ時計であるのに対して,･10:35,10:36とい．うよう象こんだハイブリッド(あいの子)計算機もあります。言
三 言
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罪
一

ご憾塞

と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
菫
た
通
年
作
業
の
溌
会
も
少
な
い
こ
と
を
知
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

世
は
あ
げ
て
兼
業
化
時
代
だ
か
ら
林
業
所
得
が
減
少
し
て
も
兼
業
所
得
で
カ
バ
ー
Ｌ

総
所
得
を
増
大
さ
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
が
通

用
し
て
い
る
間
は
、
青
年
の
林
業
へ
の
情
熱
は
燃
え
上
が
り
よ
う
が
な
い
だ
ろ
う
。
青

年
に
希
望
を
与
え
る
最
大
の
も
の
は
、
林
業
が
「
儲
か
る
」
企
業
で
あ
る
と
い
う
姿
を

現
実
に
示
す
こ
と
で
あ
ゑ
第
二
次
林
業
構
造
改
革
事
業
の
発
足
に
あ
た
り
、
魅
力
あ

る
「
儲
か
る
林
業
」
と
な
る
よ
う
祈
る
次
第
で
あ
る
。
（
貴
太
山
）

体
力
の
消
耗
が
著
し
い
傾
斜
地
が
多
く
、
容
易
に
機
械
力
な
ど
を
受
け
つ
け
な
い
。
青

年
が
林
業
に
魅
力
を
示
さ
な
い
の
ば
、
森
林
所
有
者
の
抹
業
所
得
が
減
少
し
て
い
る
こ

》
た
青
年
の
大
多
数
が
故
郷
に
住
象
つ
か
ず
、
取
り
残
さ
れ
た
老
人
や
婦
女
子
が
林
業
労

働
力
の
大
半
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
現
実
を
、
都
市
住
民
は
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
労
働
力
や
質
が
減
少
し
て
も
機
械
力
や
省
力
技
術
の
導
入
で
カ
バ
ー
で
き
る
平
坦

一
Ｊ

儲
か
る
が
儲
か
ら
な
い
か
“

「
明
る
い
農
村
」
と
い
う
Ｔ
Ｖ
番
組
が
毎
朝
放
送
さ
れ
て
い
ゑ
。
画
面
に
は
全
国
各

地
の
擬
山
村
で
懸
命
に
働
い
て
い
る
人
た
ち
の
た
く
ま
し
い
企
業
活
動
や
文
化
活
動
を

紹
介
し
つ
つ
、
「
い
か
に
し
て
儲
け
る
か
」
と
い
う
こ
ど
を
教
え
て
ぐ
れ
る
。
最
近
と

く
に
目
だ
つ
の
は
、
脱
稲
作
ム
ー
ド
に
関
連
し
た
も
の
が
多
く
へ
酪
挫
を
主
体
と
し
た

畜
産
、
そ
菜
や
花
卉
な
ど
・
を
主
体
と
し
た
ハ
ウ
ス
園
芸
へ
商
業
資
本
の
は
い
っ
た
養

鶏
、
量
承
ら
質
へ
大
転
換
し
つ
つ
あ
る
産
地
強
調
型
の
果
樹
、
人
海
戦
術
か
ら
機
械
飼

育
に
目
途
の
つ
い
た
菱
蚕
な
ど
、
新
し
い
経
営
の
姿
な
ど
で
あ
る
農
も

林
業
従
事
者
幻
ほ
と
ん
ど
は
農
業
と
兼
業
で
あ
る
が
、
林
業
に
総
所
得
の
半
分
以
上

を
頼
っ
て
い
る
人
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
ｂ
そ
し
て
現
実
の
林
業
に
対
し
て
は
た
し
て
希
望
を
持
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
今
春
以
来
、
国
有
林
の
森
林
施
業
が
伐
採
重
点
主
義
に
か
た
よ
？
て
い

る
と
い
う
強
い
指
摘
が
国
会
や
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
、
森
林
が
果
た
し
て
い
る
公
益
機

能
に
つ
い
て
都
市
住
民
の
認
識
す
る
と
こ
る
と
な
っ
た
の
憾
喜
ぼ
し
い
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
の
反
動
と
し
て
山
村
に
お
け
る
重
要
な
経
済
活
動
で
あ
る
林
業
経
営
と
そ
の
意

欲
が
圧
迫
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

地
で
は
問
題
が
な
い
と
い
え
よ
う
が
、

そ
れ
腰
し
て
も
『
夢
と
希
望
に
燃
え
、

《
●

林
業
の
行
な
わ
れ
て
い
る
場
所
は
歩
行
で
さ
え

明
日
の
林
業
を

ぐ

に
な
う
は
ず
の
山
村
で
育
つ
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◎調査部移転のお知らせ

日林協調査部の事務所は10月28日，次の場所へ移転し

ましたのでお知らせいたします。

千代田区五番町4－5番町第6金井ピル3階

電話（262）4684～5

（市ケ谷駅より徒歩1分）

◎草潔寮使用料金改正のお知らせ

日林協草津寮の使用料金を11月1日より，次のとおり

改正しましたのでお知らせします。

宿泊料（1泊2食付）

協会職員ならびに家族1,200円

その他一般1,500円

子供の料金6～11才大人の半額

12才以上大人の料金と同じ

その他詳細は総務課へお問い合わせ下さい。

これからそろそろ冬期のスキーシーズンにはいります

が，付近には完備したスキー場もありますので，スキー

に，またご清遊に草津へご旅行の際は，日林協の草津寮

をご利用下さい。

し林業技術編集委員会q

10月12日（木）本会会議室において開催

出席者：越村，高田，中野達夫，只木，西口，中野真

人の各委員と，本会から小田，堀，八木沢，

福井，寺崎

協会のうごき

◎第3回常務理事会

昭和47年10月19日（木）正午より本会会議室において

開催した。

出席者常務理事：伊藤，浦井，遠藤，神足，篠崎，

高見，徳本，孕石

参与：林野庁計画課長(代)林産課長(代）

治山課長，研究普及課長，林業試験

場調査部長

本会より：福森，小田，堀,吉岡,松川，坂口，

蓑輪

福森理事長より挨拶があり，ついで業務の運営状況に

ついて説明。小田専務理事より補足説明。このあと会務

について質疑応答があり，午後2時散会した。

◎関西，四国支部連合会合同大会開催

日林協関西，四国支部連合会合同大会役員会ならびに

合同大会総会が10月28日奈良市奈良教育大学山田ホール

において開催され，本会より小田専務理事が出席した。

◎九州支部連合会総会開催

日林協九州支部連合会の役員会ならびに総会が，10月

27,28日の両日長崎市において開催され，本会より福森

理事長が出席した。

惇

、
《

司編集室から鯵鰹織寳製鑿繍
不発に終わったが,その前夜,わたくしは山梨県は夜叉神

峠上で満天の星を仰いでいた。山頂で仰向けに寝て見上

げる夜空は広く奥深かった。天の川が夜空を南北に二分

し，北斗七星は西方の北岳の黒をとした影にひしゃくの

先を近づけて輝いている。さら脛それこそ無数の星が，

ギシギシとこすれ合う音の聞こえるかと思うほどにひし

めいている。いい伝えに残る海賊キッドの宝箱が目の前

で開かれたとすれば，かくやと思わせた。「ある所には

あるものだな…｡？」と妙な感慨が頭のすふをかすめた

のを覚えている。

星を見たくらいで，そうムキになることもなかろうと

皆さんお思いだろう，実はわたくし自身ここまで書い

て，そんな気がしてきた。しかし今さらやめるわけには

いかなくなった。もう10分もすると印刷屋が原稿を取り

に来る。

都会では，口をアングリあけさせるほど美しい夜空は

見られなくなったし，人をも見ようともしないようであ

る。

生活の変化がそうさせたのだろうと考える。高層団地

の窓から見える空は狭い。それに窓辺に立って長時間外

を見ていたりすればノゾキと間違われかねない。夜，銭

湯に出かける必要もなくなった。また夜分隣り近所を訪

ね合うこともない。「飲んで夜ふけに帰るじゃないか」

その時ぐらい空を見たらと思うが，絶えて見た覚えはな

い。深夜も人混承の絶えない盛場で上を向い歩こうもの

なら目から星が出るのが関の山，かくして夜はテレビで

スターにお目にかかるだけということになってしまっ

た。（八木沢）

一

心

1

昭和47年11月10日発行

林業技術第368号

編集発行人福森友久

印刷所合同印刷株式会社

発行所社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番町7（郵便番号102）
電話〈261）5281（代)～5
（握替東京60448番）
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職●
造
園
木
の
手
引
森
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義
郎
・
大

さ
し
木
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識

鐡
剛
祇
鵠
碓
鯛
一
礎
掴
溺
鋤
噸
赫
か

木
法
の
要
点
を
一
覧
表
と
し
て
掲
げ

蘇
蓋
誉

咄
嘩
赫
罐
乱
睦
、
壹
挙
鉾
識
濡
識

本
書
は
、
技
術
を
単
な
る
技
術

と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
、
自

千
葉
修
著
／
Ａ
５

第
一
章
～
六
章
ま

つ
い
て
詳
し
く
説

そ
の
特
徴
お
よ
び

類
を
と
り
あ
厳
て

擁
閣
嘩
寺

輪
騨
畦
鑑
識

体
系
的
認
識

‐
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脾
０
１
１
１
．

樹
病
掌

林 謹
迩
氷

箸
／
Ａ
５
・
Ｐ
２
０
０
．
￥
１
，
２
０
０
．
〒
１
４
０

～
六
章
ま
で
は
、
病
気
の
発
生
経
過
・
発
生
条
件
・
診
断
・
防
除
に

詳
し
く
説
明
を
行
な
い
、
十
章
～
十
一
章
は
病
原
体
の
種
類
ご
と
に

徴
お
よ
び
主
な
病
室
の
説
明
、
十
二
章
で
は
、
代
表
的
な
病
害
十
種

り
あ
厳
て
、
個
々
の
病
害
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

●

霊蕊蕊病
霧
４
分
折
し

別
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経
一
著
／
Ｂ
６
・
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紹
介
を
緒
口
に
、
林
業
生

編
で
は
、
資
本
制
経
済
の

く
社
会
経
済
の
仕
組
を
、

て
い
る
や

ゆ術
で
お
わ
ら
せ
ぬ
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か

自
然
の
撹
乱
と
復
元
の
サ
イ
ク
ル
が
可
能
な
伐

境
開
発
」
と
い
う
概
念
を
森
林
利
用
学
の
ブ
イ

を
す
す
め
た
。

0

蝉
口

や

狸山浪
雄
共
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／
Ａ
５
．
￥
２
，
０
０
０

か
ら
実
際
の
さ
し
木
の
進
め
方
ま
で
詳

園
芸
用
草
木
類
な
ど
、
５
７
０
余
の
広

難
易
お
よ
び
そ
の
特
性
に
応
じ
た
さ
し

た
。
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伽
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類
ご
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、
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な
病
害
十
種
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（送料共）
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》
民
有
林
に
お
け
る
林
道
計
画
誰
噸
癖
謡
共
著
岬
極
蜘
邸
罷

《
赤
井
英
夫
箸
木
材
需
給
の
動
向
と
展
望
／
価
測
円

売
手
か
ら
買
手
に
転
化
し
た
木
材
市
場
の
今
後
を
示
唆
し
た
醤

一
隅
田
達
人
著
林
業
労
働
の
特
性
を
衝
く
／
価
馴
円

》
ｌ
国
有
林
野
事
業
の
出
来
高
制
と
生
産
性
の
検
討
Ｉ

輯■~~_‘ー三二

｜
図
と
写
真
で
学

森
林
風
致
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

図
解
に
よ
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あ
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